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教育事始め式で自己紹介する新任教員

く
教
育
事
始
め
式

山
月
十
4
-
U
、
町
体
育
館
で
町
内
小
、

中
、
高
校
の
教
職
員
、
幼
稚
閑
、
保
育

所、

P
T
A
、
公
民
鮪
な
ど
の
関
係
者

お
よ
そ
一
一
百
人
が
出
席
し
て
、
昭
和
六

十
年
度
教
育
事
始
め
式
が
行
わ
れ
ま
し

た。
こ
れ
は
、
年
度
始
め
に
教
育
関
係
省

が
一
堂
に
集
ま
っ
て
、
親
睦
を
深
め
る

と
と
も
に
豊
か
な
人
間
作
を
育
て
る
地

域
ぐ
る
み
の
教
育
推
進
を
附
る
目
的
で

聞
い
て
い
る
も
の
で
す
。

新
任
教
員
の
紹
介
、
教
育
基
本
方
針

の
発
表
、
学
校
、
社
会
教
育
を
代
表
し

て
の
意
見
発
表
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
勝

目
利
雄
さ
ん
の
「
今
、
教
育
者
に
求
め

ら
れ
る
も
の
気
く
ば
り
と
人
間
力
」

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
み
ん
な
で
教

育
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
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麗室温盤畠一 一
昭
和
六
十
年
長
浜
町
議
会
第
一
回
定
例
会
が
、
一
二
月
十
九
日
か
ら
二
十
六
日

ま
で
の
八
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
、
第
二
次
開
発
事
業
に
む
け
て
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
六
十
年
度
の
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
開
発
事
業
に
伴
う
漁

業
補
償
契
約
の
締
結
な
ど
二
十
九
件
は
い
す
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
付
採
納
報
告
な
ど
議
会
報
告
の
三
件
は
受
理
採
択

重彊盈麺医璽露震"'

六
十
年
産

璽璽翠密室畠

は

じーι
L
U

六
十
年
と
い
う
年
は
、
議
員
各
校
に

は
任
期
最
終
年
の
重
要
で
、
次
期
に
こ

飛
躍
を
さ
れ
る
年
で
あ
り
、
私
に
と
っ

て
も
町
長
二
期
日
の
第
三
年
を
迎
え
る

一
意
義
の
あ
る
年
で
あ
る
。

我
が
長
浜
町
に
む
い
て
は
、
昭
和
一
一
一
十

年
の
町
村
合
併
か
ら
三
十
年
を
迎
え
た

本
年
、
第
一
一
次
開
発
事
業
の
出
発
点
と

な
る
漁
業
補
償
問
題
が
西
川
代
議
士
の

揮
身
の
お
力
添
、
議
員
各
位
の
積
杯
的

盟国国60年度スタート.ゲ圃..... 一
国
際
、
国
内
情
勢

我
が
同
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
は
急
激

な
変
化
を
み
せ
、
内
一
九
日
も
惚
雑
、
多
様

方
針

日〕一国

な
ご
支
援
と
漁
業
協
同
組
合
長
以
下
役

職
員
の
深
い
ご
理
解
、
ご
配
慮
、
漁
業
者

各
位
の
ご
協
力
、
そ
し
て
県
の
ご
指
導

を
い
た
だ
い
て
解
決
し
た
こ
と
に
対
し
、

心
か
ら
な
る
感
謝
と
謝
意
を
捧
げ
た
い
の

昭
和
六
十
年
の
本
町
は
、
飛
躍
の
怠

義
あ
る
年
と
し
て
、
長
浜
町
史
に
一
ペ

ー
ジ
を
止
め
る
こ
と
に
な
り
、
英
知
と

努
力
を
後
世
に
残
す
も
の
で
、
私
に
と

っ
て
も
困
難
を
乗
り
越
え
た
人
生
最
大

の
感
激
で
あ
り
、
永
遠
に
心
の
奥
深
く

留
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
関
係
各

代
に
重
ね
て
わ
礼
申
し
上
げ
た
い
。

化
し
、
不
透
明
な
状
態
が
縦
続
し
て
、

軍
事
、
経
済
と
も
に
ど
の
よ
う
な
力
向

に
進
む
か
予
測
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

経
済
部
門
で
は
、
オ
イ
ル
ン
ヨ
ツ
ク

以
来
省
工
、
不
ル
ギ

l
対
策
が
進
出
し
、

さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
を
前
に
町
長
が
昭
和
六
十
年
度
の
施
政
方
針
を
演
説
。
続
い
て
五

人
が
一
蹴
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

町
長
の
施
政
方
針
、
可
決
さ
れ
た
こ
と
、
一
般
質
問
の
模
様
の
あ
ら
ま
し
を

ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
六
十
年
度
の
長
浜
町
の
あ
り
方
な
ど
ご
判
断
く
だ
さ
い
。

原
油
価
格
な
ど
の
変
化
、
日
本
へ
の
市

場
開
放
一
要
求
の
多
口
山
円
化
、
伎
市
川
の
革

新
な
ど
か
つ
て
体
験
し
た
こ
と
の
な
い

事
態
が
山
現
し
て
い
る
。

政
治
、
軍
事
の
分
野
で
は
、
朝
鮮
下

島
の
緊
張
度
の
増
加
、
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
の
政
状
の
不
安
定
な
ど
環
境
は
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
。

国
内
に
む
い
て
は
、
財

政
再
建
ド
の
厳
し
い
財
政

運
営
、
行
財
政
改
革
の
舵

進
に
よ
る
公
社
、
現
業
の

民
兵
化
、
税
体
系
の
見
直

し
、
投
術
革
新
に
よ
る
一
ア

レ
ト
ピ
ア
、
ニ
ュ
ー
メ
デ

ィ
ア
都
市
圏
の
建
設
、
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ

る
動
植
物
の
改
良
な
ど
新

規
で
、
し
か
も
高
度
の
総

合
力
を
も
っ
て
緊
急
に
対

応
を
迫
ら
れ
て
い
る
の

交
通
面
で
は
、
青
同
ト

ン
、
ネ
ル
の
開
通
、
本
山
架
橋
、
古
川
速
什

動
車
道
、
近
距
離
航
空
網
整
備
の
必
要

生
夕
刊
工
川
ど
j

る。

ト
J

Y
円
μ
)
t
v
j
1
4

一

1
、，

本
県
で
は
、
引
行
知
事
佐
附
の
阿
瀬

戸
経
済
問
構
想
の
推
進
、
松
山
市
を
中

心
と
す
る
一
ア
レ
ト
ピ
ア
都
市
建
設
、
八

百
地
域
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
問
、
高
速

FH
動
中
道
の
出
分
開
通
な
ど
-
一
十
一
世

施政方針を述べる二宮町長

紀
に
向
け
て
地
域
経
済
の
市
性
化
を
図

る
た
め
の
諸
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

持
に
丙
瀬
戸
経
済
圏
構
想
の
実
現
化
は
、

本
町
の
開
発
事
業
が
核
と
し
て
の
役
割

を
果
す
流
通
基
地
建
設
が
九
日
ま
れ
て
む

り
、
こ
の
時
に
こ
の
構
想
を
所
管
す
る

国
士
庁
政
務
次
官
に
我
が
長
浜
町
が
生

ん
だ
偉
大
な
先
達
者
で
あ
る
一
白
川
先
生

が
就
任
さ
れ
た
こ
と
は
神
仏
に
も
優
る

加
護
で
あ
り
、
開
発
事
業
は
さ
い
先
の

よ
い
山
航
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
共
、
ご
教
一
示
、
ご
指
導
を
お
願
い
し

た
い
。開

発
事
業
の
推
進

昭
和
六
十
年
度
の
施
策
で
肢
優
先
し

て
取
り
組
む
も
の
は
開
発
事
業
の
抗
進

で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
、
全
国
存
地
の

自
治
体
が
進
め
て
お
り
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
阿
る
桜
幹
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
土
地
造
成
の
認
可
促
進
に
全
精
力

を
傾
注
し
て
行
い
、
こ
れ
に
弘
行
し
て

工
事
着
手
に
必
要
な
諸
手
続
、
準
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

不
透
明
な
国
内
外
情
勢
の
た
め
に
央

政
と
な
ら
な
い
よ
う
、
内
出
先
生
、
県
、

議
員
存
伏
、
有
識
者
の
ご
高
見
を
拝
聴

し
、
万
全
を
則
す
る
た
め
に
状
況
判
断

を
適
格
に
行
い
、
先
取
、
先
見
出
を
維

持
し
な
が
ら
執
行
し
て
い
き
た
い
。

行
財
政
改
革
の
推
進

時
代
の
変
せ
ん
に
対
応
す
る
た
め
、

ま
た
、
開
発
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に

も
不
必
要
、
不
合
理
な
機
能
、
機
構
を

洗
い
直
し
、
行
財
政
改
革
検
バ
委
員
会
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の
ご
審
議
を
明
い
て
、
ご
理
解
、
ご
協

な
ん
止
得
る
も
の
か
ら
断
次
実
施
い
い
と
(

、h
c

'
r
/
 

固
に
あ
汁
る
制
度
改
正
問
題
を
受
け

て
往
民
J
μ
れ
さ
ん
の
福
忙
の
低
ド
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
吟
味
し
亡
、
当
初
予

算
は
い
ろ
い
ろ
な
事
川
(
を
防
士
え
義
務

的
経
啓
示
制
と
し
た
骨
川
予
算
で
、
政

策
的
会
予
算
は
七
月
は
昨
緊
急
性
の
強

い
も
の
か
ら
補
+
止
し
て
い
き
た
い

圏直羽議会.60年度の施政方針 ~~'\'"'Z町一「プー

住

民

福

祉

対

策

人
生
仁

O
年
が
八

O
年
に
科
/
行
し
つ

つ
駄
米
諸
国
以
仁
の
高
齢
化
H
N
会
が
実

現
し
つ
ぶ
あ
?
?
今
日
、
北
代
が
国
の
繁
，
末

を
も
た
日
?
)
た
功
労
者
ば
老
人
で
あ
り
、

敬
愛
の
念
を
基
調
と
し
て
凶
、
出
町
の
施

取
し
一
相
ま
つ
ど
快
的
な
生
活
が
送
れ
，
け

よ
う
必
要
な
払
川
U
t
q

一
同
素
し
ご
い
き
た

い
。
ま
た
、
各
開
山
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

，
y
J
f
川
動
を
助
長
し
、
病
弱
者
等
の
付
公

一
向
州
、
白
立
自
助
の
促
進
、
家
吹
介
丹
市
川

.，翠霊登ー?司副毘窟翠盟箇量産Lで三~窓平盤翠

水
ι
z
E
)
J

、
ハ
て
ま
町
二
女
生
万
一

l
h
r
γ
一

J
A
l
f
l
v
l
K
I
t
h
-
-

肌
工
中
で
あ
り
、
完
成
後
は
県
ド
で
治

数
山
水
道
施
殺
が
一
火
山
抗
す
る
。
生
活
道

は
園
、
県
道
の
改
修
工
事
と
連
動
主
せ

て
新
設
、
改
良
所
行
い
、
早
川
浩
の
排
水
、

集
会
施
没
、
同
地
酌
な
日
付
北
、
滑
一
閣
地
、

レ
ク
リ
L

1

l

シ
ョ
ン
キ
ど
の
施
設
も
必

要
度
の
u

引
い
も
の
か
ら
箆
備
}
レ
ど
い
き

ア
一
し
〕

去
た
、
防
犯
、
交
通
安
全
施
設
宅
縦

続
?
で
行
い
、
下
水
一
局
、
大
規
模
な
公

問
、
縁
地
、
節
路
、
レ
ク
リ
i

i

シ
ヨ

、
一
、
与
積
の
七
/
タ

l
ま

ど

の

に

の
光
-
九
、
一
「
ィ
サ

l
vト
ス
心
事

業
の
導
入
な
ど
条
作
笹
山
川
に

努
め
な
が
ら
、
日
バ
ユ
占
、
沢

一
昨
海
行
、
刊

pr
…
家
庭
の
ね
一
済
、

れ
し
い
+
化
に
あ
ら
ゆ

7

サ
行
政
機

能
を
は
川
し
て
実
効
合
あ
げ

三
い
と
汚
え
て
い
る
。

叫
に
社
会
同
日
哩
一
点
。
7

7
に

け
る
医
山
欧
州
円
刻
策
じ
っ
い
ど

は
、
老
人
保
健
法
、
極
的
以

険
制
度
の
改
正
に
伴
う
仁
川
い

で
、
不
況
ド
で
自
己
品
以
川
刊
の

明
大
に
よ
中
川
を
も
た
h
ノ

7
9
什は

い
ん
に
財
政
的
な
補
て
ん
を
す

み
よ
り
も
、
保
健
、
予
防
を

重
点
的
に
行
い
、
一
叫
「
品
の
保

健
治
動
に
加
え
、
一
子
位
、
社

公
、
教
育
を
通
じ
て
体
力
マ
つ

く
り
と
薬
草
利
用
の
ト
刀
内
に

転
換
?
L
で
け
か
な
け
h
ト
ば
な

ら
な
い
と
尚
感
し
て
い
る
。

快
適
な
生
活

環

境

の

備

拡

充

議案を審議する各議員

つ
い
で
よ
ー
出
発
事
業
と
の
関
連
に
む
い

て
界
的
合
進
め
、
住
民
の
定
性
化
全
促

進
し
た
い
と
巧
え
で
い
る

教
育
施
設
の
整
備

教
ム
刊
は
後
世
の
人
'q
に
刻
J
P
泊
作
代
々

の
義
務
で
あ
り
、
国
に
む
け
寸
心
配
時

計
い
育
審
議
会
」
i
u

い
て
い
戸
校
制
度
、
交

叫
収
入
学
時
期
な
と
い
っ
け
ど
検
討
ア
な

さ
れ
つ
つ
あ
り
、
国
円
施
策
の
決
定
4

受
け
で
牧
育
問
窓
に
判
処
致
し
た
け
。

た
ど
J

一
九
地
域
の
出
生
省
数
の
激
減
で

保
育
所
、
小
学
院
の
へ
問
、
入
学
書
紋

が
年
々
減
少
し
、
被
式
字
紙
の
噌
刷
、

入
国
者
定
数
削
減
あ
る
い
は

今
後
指
汚
の
抗
括
合
の
検
川

主
余
儀
今
く
み
れ
つ
つ
あ
る

が
、
私
遣
の
時
代
や
一
号
え
る

と
-
け
の
寂
し
さ
を
覚
え
る
。

第二次開発事業で埋め立て予定の今坊沖

産
振装
血zの
対
策

叫
叫
が
問

hjm
次
産
業
ば
、

戦
後
口
市
犬
山
街
地
に
直
雨
し

て
い
る
一
ぃ
食
縄
は
民
族
が
竺

き
続
け
る
限
り
円
給
を
原
則

と
す
る
が
、
昨
今
川
州
人
枠

拡
大
、
自
由
化
何
透
、
本
材

料
仏
、
来
開
放
良
品
の
市
場

開
以
要
求
な
と
前
途
多
難
で
、

益
々
前
し
さ
を
増
大
さ
せ
る

環
境
に
あ
3
一
、

本
町
の
農
林
業
は
、
出
先

が
常
々
と
し
て
築
き
伐
さ
れ

た
上
地
ゲ
あ
灯
、
農
業
構
泣

改
是
門
事
業
売
同
一
じ
開
設
し
ん

仁
地
基
盤
山
長
休
道
が
あ
り
、
道
路
信

伎
は
県
ド
で
も
H
M
L
m
を
誇
つ
で
い
る

U

こ
の
」
地
基
盤
を
生
か
し
、
地
川
、
地

回
収
、
気
象
条
件
に
適
合
し
た
作
刊
の
育

以
を
時
代
心
印
公
め
で
い
る

υ

基
幹
作
円

、ど

L
一
止
の
柑
橘
頒
を
川
聞
に
、
川
イ
オ
テ

ケ
ロ
ノ
シ
に
よ
ろ
判
育
成
品
種
の
山
y

入
、
二
れ
を
補
完
♂
る
£
い
の
と
し
て
引

用
作
物
、
水
出
再
編
な
ど
を
し
て
い
き

片

L林
業
に
お
い
て
は
、
森
林
山
叱
一
ノ
公

益
酌
使
命
の
花
山
、
治
水
、
効
用
を
へ
d

以
に
む
い
て
行
件
対
策
を
行
い
、
定
埠
有

し
た
地
場
産
業
め
一
端
を
な
す
い
け
た

け
を
軸
に
、
間
伐
材
山
河
川
用
な
と
か
推

進
し
て
い
え
い
。

煎
栄
二
む

J
C
土

、

宇

乃

荷

一

イ

:

J

J

l

l

i

〈

j

人
口
性
、
什
然
環
比
を
生
か
し
片
九
川
一
僚
の

透
没
、
漁
業
経
討
の
近
代
化
、
ブ
て
れ
に

日
一
統
治
い
法
の
継
続
な
ど
を
進
め
て
参
り

二
、
A

O

ナ

人

しな
お
、
第
ゐ
次
内
町
業
人
ト
般
に
わ
井
一
り
、

同
、
山
川
市
心
施
策
を
導
入
し
、
育
成
を
同

り
な
か
ら
」
り
効
ギ
化
を
進
め
て
参
り

た
い
と
与
え
て
い
る
。

商
一
!
業
に
つ
い
て
は
、
山
早
川
で
の
振

興
対
策
キ
一
品
い
る
こ
と
に
よ
る
波
及
効

果
は
痔
/
¥
地
域
応
業
の
振
興
に
よ
っ

て
経
済
に
活
力
を
l
f
一
バ
一
、
振
興
を
川
る

こ
と
が
効
来
的
ど
け
わ
わ
、
基
本

E
勢

宍
一
時
出
し
、
開
発
事
業
と
の
問
述
性
の

伯
化
を
凶
っ
て
、
時
期
に
過
し
た
振
帆
r

対
策
の
険
汁
川
を
行

J

ご
い
き
た
い
門

(
川
引
出
(
)

こ
れ
ら
の
施
誌
を
展
開
J

心
た
め
に

は
、
入
、
金
、
時
聞
が
必
一
約
九
ふ
れ
で
あ

り、
F

て
の
選
択
実
施
の
時
期
の
判
断
が

大
き
な
説
題
で
あ
る
c

二
れ
に
た

rhu

わ
る
人
材
に
よ
っ
で
一
一
い
一
の
成
行
が
決

わ
ら
れ
、

b
y
ト
J

こ
(
ぐ
一
一
一
三
手
冴
冬
、

H

7

1

4

二

l
l
;
一

j
f
b
h
r
f

力
子
一
卓
一
ね
豊
か
な
経
験
を
有
寸
る
優
秀

会
職
員
主
前
れ
い
位
白
か
ら
一
吹
け
川
市
け
で
お

り
、
二
の
人
々
か
補
佐
し
、
補
光
し
て

く
れ
る
も
の
と
降
一
目
し
て
い
る
一
川
町
和

六
十
年
廃
川
町
政
の
進
展
に
弘
の
政
治

生
命
全
か
け
て
収
り
視
を
た
め
、
全
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
燃
は
叶

1
7勺
覚
悟
を
新
ル
/
に

し
F

一
、
、
本
町
の
開
発
事
業
が
成
功
す
ァ
叫

二

で

い

る

。
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開発事業の推進

昭和60年度の当初予算が次の通り決まり

ました。(%は前年度当初予算との比較)

[ 般会計] 33億 8，079万7千円 (3.6%増)

I国民健康保険特別会計18億 5，426万 6干

円 (8.6%増)

I国民健康保険直営診療所特別会計] 782 

万2千円(10.1%増)

[住宅新築資金等貸付事業特別会計]5，437 

ノゴ，1千円 (32.6%減)

[港湾施設特別会計11，000万円 (0.0%)

I老人保健特別会計]5倍、1，817允2干F'J(l3.8

%増)

I臨海土地造成事業特別会計] 14倍、 120万

円 (16.8%;戚)

[簡易水道事業特別会計1
f'J(28.5%t曽)

[水道事業会計]収益的収入予定額1億 1，911

)-f3千円。収説的支/l'， iら定額l億 1，911万3下

ドlo 資本的収入予定額4{tt300万円。資本的

支出予定額4{，意 2，115万1干F'!0 

I工業用水道事業会計l収益的収入予定額

2，526iJ円。収益的支出予定額2，518万6千円。

資本的収入予定額()円。資本的支出予定額

699万8千円。

亡二昭和60年度二コ

H章3，6797了2干ゐ

議会@予算の便いみち今年度の特徴

新
し
い
事
業
や
、
と
く
に
力
を
そ
そ
ぐ

事
業
、
前
年
度
当
初
予
貨
に
比
べ
て
大

き
く
変
化
の
生
じ
た
も
の
な
ど
を
「
持

徴
」
と
し
、
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
(
文

中
の
%
は
、
前
年
度
当
初
予
算
と
の
比

較
。
一
般
会
計
の

H
的
別
費
目
総
額
の

(
)
内
の
%
は
、
同
予
算
の
総
額
に
十
日

め
る
同
費

H
予
算
の
割
合
)

直昭ザ(
地
方
財
政
を
と
り
ま
く

情
勢
は
さ
ら
に
厳
し
く
、

国
庫
補
助
負
折
率
む
よ
ぴ

起
債
充
中
i

小
学
の
引
き
ド
げ

一一こ、
i
1

、

トじいよ
V
，

ノ

τ
手
[
じ
オ
ナ
人

っ
て
徹
底
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

作
民
生
活
に
直
結
し
た

事
業
は
可
能
な
限
り
組
み
込
ん
で
、
こ

れ
ら
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
-
般
行

総務費

一
般
管
理
丈
主
円
一

・
広
報
・
有
線
放
送
一
)

一
/
O

電
話
・
財
産
管
用
・
一
一
切

企
同
・
事
務
連
絡
・
一
日

生
活
行
政
一
円

推
進
・
徴
一
千

必・

f
E
R
-
-

F

F

3
一一ヨ

住
民
登
録
一
泊

選
挙
な
一
日

と

の

こ

と

億
一
q
J

に
使
う
お

金
の
こ
と

:1" 

政
経
費
の
徹
底
節
減
に
努
め
ま
し
た
。

今
後
に
む
け
る
事
業
は
、
そ
の
効
果

効
率
を
よ
く
見
極
め
、
行
政
バ
ラ
ン
ス

を
く
ず
さ
な
い
よ
う
当
初
予
算
を
編
成

し
て
い
ま
す
。

合
併
三
十
周
年
記
念

事
業
費
な
ど

一
般
管
理
費
で
は
、
長
浜
町
合
併
三

十
周
年
記
念
事
業
に
-
一
百
万
円
。

有
線
放
送
施
設
は
、
円
滝
地
区
の
幹

支
線
改
修
工
事
を
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。今

年
十
月
仁

H
で
満
了
と
な
る
町
議

会
議
員
選
準
費
:
一
行
九
十
八
万
一
一
千
円
。

統
計
費
関
係
で
国
勢
調
査
に
刊
行
問

万
八
千
円
。
そ
の
ほ
か
し
前
業
統
計
制
査
、

L
業
統
計
調
査
な
ど
の
費
用
問
卜
九
万

た吻ズ会計

円の声量入歳出

字は会額の順位)
占める割合)

が寝母℃議静也



F 
J 

三
千
円
。

企
両
的
ヤ
は
、
青
島

i
辰
五
(
坑
持
寸
前

-
一
戸
、
ッ
守
山
J
畠

H
z
n
g
占
供
2

助
余
、
且
回
線
パ
ス
補
助
金
な
ど
任
計
ー
に

し
て
い
ま
す
~

生
一
凶
行
政
推
進
貸
で
は
、
コ
ミ
ユ
ニ

ア
ィ
活
動
の
施
設
と
し
て
、
須
合
同
地

口いと
L

へ
越
地
区
に
ま
会
所
を
建
設
、
陪

芝
ま
り
の
部
屋
を
設
置
す
る
三
と
に
し

で
い
ま
す

η

臨恥温(恒明~坦議会。予算の慎いみち今年度の特融

お盛
会;こ民生費九
(7210雫 f':k . 1込111:f土作1卜IL 学

27モグ護 :FJij-f社児ベ
矛、 よ j.< ・ ir¥ 、台、 i五j九1 1ま:名古

電
算
導
入
に
よ
る

委
託
金
な
ど

老
人
福
祉
で
は
、
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
老
人
数
が
増
加
し
て
い
る
た
め
高

齢
去
年
金
に
三
百
八
十
四
万
円
、
敬
営

会
関
係
に
四
百
七
万
円
、
老
人
ク
ラ
ブ

へ
の
助
成
金
百
五
万
五
千
円
、
特
老
負

担
金
斤
ヒ
ト
七
万
六
千
円
を
計
土
し
ぐ

げ
ま
す
。

社
会
福
祉
関
係
で
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
補
助
金
二
円
九
十
二
言
、
心
寺
章

一

一

一

J

i

J

P

U

ト

存
者
、
長
期
療
護
者
施
設
入
所
者
の
見

舞
金
二
百
三
十
四
万
一
一
千
円
、
民
生
児

け と 1.屯草E
士しi:土し f主:芳三
すで子て[定員

プ〈干fAい'ff;rそな
EJ制:ま に ど
て;ょす ーグ〉

十 、 「費
八本 F月間
Jj歳 )ザー
[11 兇 I尺J子「
を母 l' 
，i十(. 7j 万
1: 1公}勺
し?宗 本 干
で資 51 Ft 

j [i[j j の

倍~ fl1 ti1 f:五l
[I[j会普賢 J~
F計{→ fド
七 1 :ょくを
(1 しり(，t
刀、ー

円よ也 J子百
を万六算
Jトt:̂x: U !.主主
f: ヰー /に A 
L 事↑で
で業〈委
いは h ~E 
去、Ii.金

農林水産業費
のうど関・ l 

ごお、(:_係市、林思 ! 
と金伎な業主毛主 1 

51:意1，017万8千円リ5，1%)

足
山
線
の
林
道
開

設
費
ほ
か

農
業
委
員
会
費
で
は
、
委
民
会
組
織

の
運
営
活
動
的
と
由
民
地
調
整
費
用
な
ど

に
八
百
四
十
二

5
円。

農
業
振
興
費
で
は
、
農
業
生
産
一
総
合

振
興
と
農
用
地
利
肘
の
用
進
対
策
、
と
し

ご
、
か
人
き
つ
産
地
内
一
掃
整
備
特
別
付

策
事
業
な
ど
の
補
助
金
四
百
六
」
i

六
万

七
千
円
、
十
品
川
虐
関
係
で
は
、
酪
農
総
合

共
進
会
、
手
畜
事
故
防
止
対
策
費
補
助

な
ど
の
紙
皆
、
を
計
上
し
て
い
ま
す
o

同
上
調
盃
は
、
穂
積
地
氏
の
一
部
一
一
-

四
二
平
・
↑
刀
ャ
ャ
ロ
い
川
の
登
記
事
務
と
穂
積

地
医
の
残

η
C
E
九
九
平
カ
キ
ロ
リ
、

F

ア
口
交
也
イ
一
h

ノ一

U
-
-
L一P

一

f
-
!
?

3
4パ
T
F
び
一

L

川
口
-
一
カ
守
王
キ
口

γ

の
羽
地
調
査
を
実
施
ナ
る
予
定
で
、
ご

の
必
要
経
費
二
子
四
両
九
十
九
万
一
二
千

J
J
 

林
業
胤
ほ
ん
で
は
、
林
ム
百
一
判
明
投
下
休
日
息
十

;
l一

:
!
4
J
H

松
-

U

北
山
根
に
一
千
一
一
万
五
千
円
、
林

道
山
川
石
士
汗
線
に
八
十
円
一
ゐ
十
一
万
九
千
円
。

水
産
振
興
資
で
は
、
漁
業
環
境
の
保

全
今
川
る
た
め
、
共
同
作
業
所
む
よ
び

漁
具
保
管
施
設
の
工
事
訪
負
賀
、
品
出
…
只

類
の
増
刷
を
阿
る
た
め
稚
魚
小
間
育
成
、

E
?
f
一
:
、
;
:

有
だ
が
柿
お
よ
び
た
三
つ

1
役
人
事
業

な
ど
の
補
助
に
同
百
六
十
万
円
、
魚
昨
日
山

設
置
関
係
で
は
都
市
い
そ
、
ベ
民
自
託
証
川

i
l
j
Z
I
L
-
-
f川
古
川
じ

工
事
詰
角
一
資
な
げ
と
を
計
上
し
で
い
ま
寸

厄
年
検
診
な
ど
で

健
一
度
つ
く
り

保
健
一
一

ー
!
衛
生
沿
一
炉

本

有

司

可

】

〈

、

、

-
K
U

品
宅
止
舟
・
ノ
L

一
・

;
害
防
止
一
陀

件
主
・
何
物
一
方

処
理
な
一
間

衛

1
1

一一

う
わ
A
t

一
む

の
ご
と
一

健
康
づ
く
り
存
一
主
眼
仁
四
十
蔵
以
上

の
か
を
対
象
に
健
康
診
査
、
健
康
教
育
、

健
康
相
談
、
訪
問
指
、
¥
を
一
げ
う
ま
か
、

-

7

;

i

i

J

 

新
た
に
む
年
検
診
会
実
粧
し
ま
す
し
こ

れ
は
、
今
年
厄
年
金
迎
え
た
数
え
年
男

四
十
二
哉
、
女
三
十
一
一
一
哉
の
方
を
対
象

に
健
康
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
て

け
ま
す
。

四
十
歳
未
満
の
力
に
対
し
で
は
、

A
7

!品歯
Eaf
川
一
料
献
に

I
f
出
納
蝋

咽

E
'
f
1
l
-
rト
:ι
ぷ
叶

τ心
刊

ど

算

町
司
叫
は
勺
予

7
2
額

2
一は

n
J
全
?
閣

内
XUW億合J

R
4
1
U
 ①建設事業主主?

Uj者2，3021]1千円
(i3.2%) 

J百

②人{サー資 8{君6，061万8千fJj
(25.5%) 

竜 彦も

葬i包o

a守縛



6 

四四四議会・予算の使いみち今年度の特融- A 一一一

ま
で
通
り
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た

め
の
各
種
保
健
事
業
を
行
い
、
皆
さ
ん

の
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す。
峯
大
越
に
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

の
汚
水
処
珂
施
設
が
完
成
し
、
供
用
開

始
に
伴
っ
て
、
処
理
施
設
の
維
持
管
理

に
一
一
百
四
十
一
一
万
八
千
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

じ
ん
芥
処
理
費
は
、
凹
、
五
年
毎
に

行
う
焼
却
炉
内
の
レ
ン
ガ
張
替
な
ど
補

修
費
と
し
て
八
百
一
-
一
卜
八
万
五
千
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

土木
のうど施通道
こわに設安・ド i巷 i可道
と金 f吏な全交水湾川路

費

竃量

道
路
網
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成

道
路
関
係
で
は
、
過
疎
計
画
な
ど
の

中
長
期
整
備
計
問
に
添
っ
て
計
画
的
な

道
路
網
、
不
y
ト
ワ

i
ク
の
形
成
を
什
的

と
し
て
、
町
道
柿
ノ
久
保
線
ほ
か
八
か

一
昨
の
改
良
、
舗
装
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

下
水
道
で
は
、
生
活
環
境
の
改
善
の

た
め
、
櫛
生
地
医
ほ
か
を
新
設
、
改
良
、

清
掃
に
よ
り
排
水
機
能
の
充
実
を
閃
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

漁
港
建
設
で
は
、
漁
港
整
備
計
画
に

基
づ
い
て
、
漁
港
機
能
の
高
婦
と
生
産

基
盤
の
充
実
を
図
る
た
め
、
沖
浦
漁
港

ほ
か
三
か
所
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

河
川
維
持
関
係
で
は
、
土
石
流
災
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
正
面
谷
川
ほ
か

町
管
理
の
河
川
の
整
備
を
図
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
、
農
地
関
係
で
は
、
農

業
生
産
基
盤
の
維
持
効
用
を
阿
る
た
め
、

原
材
料
費
、
工
事
請
負
費
な
ど
を
計
上
。

県
単
土
地
改
良
事
業
関
係
で
は
、
士

地
基
盤
整
備
(
道
路
、
水
路
、
舗
装
)

の
工
事
請
負
費
、
そ
れ
に
伴
う
必
要
経

費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

2t意4，569万 2千円 (7.3%)

高
と金使関

のう係観工高
こわに光業業

費工

商
工
、
観
光
事
業
の

補
助
金
な
ど

尚
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
補
助

金
む
よ
び
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
の

た
め
の
預
託
金
、
ま
た
、
観
光
事
業
推

進
の
た
め
の
補
助
金
を
計
し
し
し
て
い
ま

そ
の
ほ
か
、
街
路
灯
の
修
繕
わ
よ
び

公
園
の
維
持
管
理
に
必
要
な
経
費
を
計

し
し
し
て
い
ま
す
。

消防費

防
火
防

金に災
の{吏の
こうた
と土め

防
災
啓
発
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布

非
常
時
に
備
え
て
、
四
卜
立
方
灯
級

の
防
火
水
構
一
一
基
(
今
坊
、
豊
茂
)
を
設

置
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
年

次
計
画
に
よ
り
可
搬
ポ
ン
プ
一
一
台
(
山

海
、
柴
)
を
購
入
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。防

災
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
各
戸
に

配
布
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

2，721万8千円 (0.8%)

教育費

学
校
教

育
・
社
会

教
育
の
全

般
に
使
う

わ
金
で
水

族
館
・
公

民
館
・
保

健
体
育
・

校
舎
建
設

な
ど
の
費

用
も
含
ま

れ
ま
す

豊
茂
小
の
屋
内
運

動
場
を
新
築

教
育
施
設
整
備
の
充
実
を
阿
る
た
め

黒
茂
小
学
校
尾
内
運
動
場
の
新
築
工
事

に
要
す
る
経
費
、
長
浜
小
学
校
防
球
フ

工
ン
ス
、
長
浜
中
学
校
の
技
術
教
棟
防

水
工
事
に
必
要
な
経
費
を
計
上
。

9，434万7千円
(2.8% ) 

議輪、公
己
責
ひ

φ
吹山
1

〆
矢
口

v

す。

七
% 。
57 

くこおにの会
なと金 f吏た運町
つ のうめ営議
T 
しミ

ま

議会費

足、
労働費

とおめな f牛
金にどの労
の f吏の己y:僧I
こうた葬条

2i意7，833万円 (8.2%)

国民健康
保 険

81j意5，426万6千円

喉
加
入
者
の
高
齢
化

に
よ
る
老
人
保
健
拠
出
令
の
増
加
、
医

療
技
術
の
向
上
、
保
険
法
の
改
正
な
ど

に
よ
る
高
額
医
療
費
の
大
幅
な
伸
び
に

よ
り
、
約
九
%
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
疾
病
予
防
対
策
を
充
実
さ
せ
、
医

療
貨
の
抑
制
を
阿
る
こ
と
に
し
て
い
ま

そ
の
ほ
か
社
会
教
育
関
係
に
必
要
な

経
費
を
計

k
し
て
い
ま
す
。

5，783万2千円
(1.7% ) 

借
金

の
返
済

金
の
こ

と

5t意7，792万2千円
(17.1%) 

総
額
で
一
七

-
-
M
m
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

142万5千円
(0.0%) 

あ
ら
か

ビ
め
ん
疋
ま

っ
て
い
る

1
1
h
y
寸
ア
ト

仁
上
向
μ
l
L
r
v
H
7

に
使
う
お

金
の
こ
と

総
額
で

0
・
一
一
%
多
く
な
っ
て
い
ま

た
ヲ
。

事長

予備費

479万7千円
(0.2%) 

認
老
人
保
健
に
必
要
な
医

療
費
む
よ
び
人
件
費
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
総
額
で
二
二
・
八
%

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

老人保健

5億1，817万2千円

国保 直 診

782万2千円

電
累
積
赤
字
解
消
分
百
万

円
わ
よ
び
単
年
度
事
業
赤

字
解
消
の
た
め
百
六
十
五
万
八
千
円
を

繰
り
入
れ
て
赤
字
解
消
に
努
め
て
い
ま

す。
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臨海土地
造 成 事業

14億120万円

人
ブ
坊
地
区
臨
海

工
業
用
地
の
護
岸

を
築
堤
す
る
た
め

の
工
事
請
負
費
お

よ
び
諸
調
査
の
た

め
の
委
託
料
な
ど
を
計
し
し
し
て
い
ま
す
。

港湾施設

1，000万円

一
千
万
円
を
計
上
し
て

港
湾
施
設
を
管
理
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

議会・そのほか決まったこと

ぃ 三塁
ま手;怠カず
す額あ
。でトる

六見
t二:iZと

み

四で用三 ハ
%す地 f牛本 { h 
少。取、年九1U1
な 得改度 4乙三戦:;;
く ー修は|国百i""""'¥
な 件て、|開同百ず
つ の件新-1..ιιιー」

て希、築

住宅新築資金
等貸付事業

5，437万1千円

簡易水道事業

1億3，679万2千円

前
年
度
に
引
き
続
き
、

配
水
管
布
設
の
た
め
の
工

事
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

水道事業

(頭書の通り)

関
川

今
年
は
、
上
水
道
の
幹

線
と
な
る
配
水
管
布
設
工

事
を
実
施
す
る
た
め
、
そ

の
工
事
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

工業用
水道事業

(頭書の通り)

一部
本
年
度
は
、
料
金

改
定
を
行
っ
て
一
ト

ン
当
り
十
四
円
の
基
本
料
金
で
計
算
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

大
台
ム
M
ムM
古
官
官
女
ム
M
立
ム
M
台
育
台
育
台
育
ム
H

金
橋
通
朝
さ
ん

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

長
浜
町
固
定

資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
・

上
旧
重
喜
さ
ん

(
長
浜
)
は
、

ご
一
月
三
十
一
日
で
同
委
員
会
委
員
の
任

期
が
満
了
の
た
め
、
町
長
は
後
任
委
員

に
金
橋
通
朝
さ
ん
(
七
一
歳

)
1写
真
ー

を
選
任
、
議
会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、

万
場
一
致
で
同
意
さ
れ
、
同
委
員
に
決

ま
り
ま
し
た
。
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

戒
川
の
徳
旧
平
八
郎
さ
ん
wv
出
海
の

藤
井
嘉
友
さ
ん
曹
長
浜
の
金
橋
通
朝
さ

し
F
/
 

建商

設巨
費筒
、ァ
くよ i 
どチ

一
敵
会
計
補
正

昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
予
算
に

六
千
百
七
十
七
万
七
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
の
総
額
は
三
十
九
億
三
千
七
百
九

十
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
し
た
お
も
な
使
い
み
ち
は
次
の

通
り
。

{
総
務
費
一
有
線
電
柱
移
転
工
事
、
築

地
地
尻
町
有
地
整
備
の
た
め
の
工
事
請

負
費
。
合
併
三
十
周
年
記
念
事
業
の
た

め
の
経
費
、
例
規
集
追
録
費
あ
わ
せ
て

七
百
七
十
八
万
三
千
円
。
除
籍
お
よ
び

改
製
原
戸
籍
の
見
出
簿
再
製
委
託
料
百

万
円
。

官
民
生
費
]
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
「
神

南
荘
」
の
整
備
負
担
金
一
千
百
六
十
四

万
六
千
円
。
大
谷
口
地
区
道
路
関
係
の

補
償
費
三
百
九
万
円
。
児
童
措
置
費
は

措
置
児
童
数
の
増
に
よ
り
五
百
五
十
六

万
一
千
円
。

{
衛
生
費
一
須
沢
地
区
で
処
分
し
て
い

る
最
終
処
分
土
の
運
搬
委
託
料
三
百
五

十
万
円
。

{
労
働
費
一
労
働
者
の
生
活
の
安
定
と

向
上
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
愛
媛
県
労

働
者
信
用
基
金
協
会
へ
の
出
え
ん
金
五

十
二
万
九
千
円
。

一
農
林
水
産
業
費
}
緑
の
ま
ち
ゃ
つ
く
り

促
進
事
業
で
長
中
校
庭
に
植
樹
す
る
経

費
。
漁
業
振
興
の
補
助
金
八
百
万
円
。

一
商
工
費
一
本
町
商
底
街
ア

l
チ
建
設

費
補
助
百
二
十
万
円
。

一
土
木
費
一
柿
ノ
久
保
線
の
排
水
路
改

良
負
担
金
三
百
五
十
万
円
。
小
浦
団
地

の
整
地
費
。
大
和
団
地
の
用
地
購
入
費

二
千
九
百
万
円
。

一
教
育
費
一
長
浜
小
学
校
プ

l
ル
管
理

棟
む
よ
び
柴
小
ブ
ー
ル
サ
イ
ド
の
補
修

経
費
。
中
学
校
の
カ
ー
テ
ン
等
の
吏
新

補
修
に
百
万
円
。
公
用
車
購
入
費
百
十

六
万
七
千
円
な
ど
。

漁
業
補
償
契
約

七
億
五
千
万
円
で

第
三
次
臨
海
工
業
開
発
事
業
に
係
る

漁
業
補
償
は
七
億
瓦
千
万
円
で
長
浜
町

漁
業
協
同
組
合
(
組
合
長
理
事
・
二
宮

英
一
一
)
と
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

町
税
条
例
の
改
正
な
ど

四
月
一
日
か
ら
日
本
専
売
公
社
が
日

本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
へ
移
行
す
る

の
に
伴
い
、
「
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会

社
法
」
「
た
ば
こ
事
業
法
」
「
塩
専
売
法
」

の
制
定
と
こ
れ
に
関
連
す
る
地
方
税
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
町
税
条
例
の
う

ち
た
ば
こ
消
費
税
に
関
係
す
る
部
分
を

全
面
改
正
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

長
浜
町
の
均
衡
あ
る

発
展
を
願
っ
て

土
地
利
用
計
画
を
策
定

近
年
に
お
け
る
土
地
の
抜
本
的
取
引

の
増
大
に
よ
る
地
価
の
高
騰
、
土
地
の

大
量
買
占
め
、
乱
発
に
よ
る
自
然
環
境

の
破
壊
と
い
う
土
地
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
土
地
の
有
効
利
用
、
町
土
の

均
衡
あ
る
発
展
と
保
〈
安
佐
図
る
目
的
で
、

国
土
利
用
計
画
(
長
浜
町
計
画
)
を
策

定
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
内

容
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
。

長
浜
町
は
、
昭
和
七
十
年
を
目
標
と

し
た
長
浜
町
土
地
利
用
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
国
土
利
用
計

画
法
に
基
づ
い
て
、
公
共
の
福
祉
を
優

先
さ
せ
、
自
然
環
境
の
保
全
を
図
り
な

が
ら
地
域
の
自
然
、
経
済
、
文
化
的
な

条
件
を
配
慮
し
て
、
長
浜
町
の
均
衡
あ

る
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。

有
限
な
土
地
を
有
効
に

長
浜
町
は
肱
川
の
河
口
に
発
達
し
た

町
で
あ
り
、
そ
の
地
形
は
肱
川
お
よ
び

そ
の
支
流
の
流
域
に
点
在
す
る
若
干
の

平
坦
地
を
除
き
大
半
は
山
地
で
す
。
従

っ
て
、
急
峻
な
山
腹
に
散
在
し
て
い
る

農
用
地
も
多
く
、
市
街
地
は
肱
川
の
デ

ル
タ
地
帯
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
そ
の

背
後
地
は
少
な
い
。
し
か
し
、
本
町
は

交
通
上
に
お
い
て
は
、
国
道
三
七
八
号

線
や
国
鉄
予
讃
本
線
な
ど
の
内
陸
交
通

と
、
さ
ら
に
は
瀬
戸
内
海
を
通
じ
た
海

運
の
便
に
優
れ
、
こ
の
た
め
臨
海
部
の

埋
め
立
て
地
を
中
心
に
工
業
開
発
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
こ
れ

ら
を
合
め
た
総
合
的
か
つ
十
分
な
土
地

利
用
の
調
整
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
背
後
の
山
地
は
町
域
面
積
の

大
半
を
占
め
る
重
要
な
土
地
資
源
で
あ

り
、
自
然
環
境
の
保
全
、
災
害
の
防
止

に
加
え
て
農
林
業
の
育
成
を
め
ざ
し
た

土
地
利
用
を
凶
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
土
の
利
用
を
計
画
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
本
町
を
真
に
住
み
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よ
い
豊
か
な
地
域
社
会
と
す
る
た
め
、

経
済
的
な
諸
活
動
の
拡
大
に
伴
っ
て
生

じ
る
各
種
の
土
地
需
要
に
材
し
、
適
切

に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
環
境
の
保
全
、
災

善
防
止
お
よ
び
そ
の
他
の
土
地
の
利
用

斉
一
制
限
す
る
諸
要
川
等
か
ら
、
町
土
の

利
用
転
換
が
必

y
し
も
山
KVU
で
会
い
状

況
に
あ
り
、
限
ら
れ
た
町
土
資
源
を
前

提
と
し
た
需
要
の
調
町
長
が
極
め
て
重
要

な
課
題
と
な
り
ま
す
〉

適
切
な
土
地
利
用

利
用
医
分
ご
と
の
土
地
需
安
に
つ
い

て
は
、
有
効
相
用
を
促
進
し
、
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
調
整
を
行
い
、
適
切
な

土
地
利
用
の
確
保
を
同
り
ま
す
c

農

用

地

密室率翠逗藍蜜""てアτー~てア一一一一一一一寸明弘 油制開白鶴圃 アマャ一一一一一一一一一万

農
用
地
に
つ
い
て
は
、
宅
地
化
、
森

林
化
等
に
よ
り
-
部
減
少
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
な

食
縄
の
供
給
を
行
う
と
共
に
、
町
の
経

済
を
支
え
る
基
礎
的
生
産
基
盤
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
生
産
性
を
高
め
る
-
方
、

倍
氏
農
地
の
確
保
会
図
り
ま
す
。

'*之
yド木

材i

森
林
に
つ
い
て
は
、
林
業
基
盤
と
し

て
の
機
能
に
加
え
、
町
上
の
保
全
、
水

源
の
か
ん
養
、
保
健
休
養
、
向
然
環
境

の
保
全
わ
よ
び
鳥
獣
の
保
誰
等
、
公
訴

的
機
能
が
総
合
的
に
発
揮
℃
き
る
よ
う

そ
の
時
役
備
を
図
り
ま
す
。

↓吋
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水
面
、
河
川
、
水
路
に
つ
い
で
は
、

環
埼
の
保
護
、
災
害
の
防
止
を
川
る
た

め
、
整
備
を
促
進
し
ま
す
n

今
後
予
想

さ
れ
る
ぷ
需
要
の
増
大
に
対
し
て
は
、

水
昨
日
一
ぬ
の
確
保
と
農
業
等
の
用
排
ふ
施

設
に
必
要
と
さ
れ
る
用
地
の
確
保
主
凶

り
ま
す
。道

路

道
路
の
う
九
、
一
般
道
路
に
つ
い
て

は
、
市
街
地
内
交
通
混
雑
の
解
消
お
よ

び
町
土
の
有
効
利
用
と
坐
活
基
山
慌
の
桧

備
金
進
め
る
た
め
、
こ
れ
に
必
要
と
さ

れ
る
用
地
を
確
保
す
る
ご
と
に
し
で
い

ま
す
。
な
か
、
道
路
の
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、
交
通
安
全
の
た
め
の
施
設
整
備

と
沿
道
環
境
の
俣
令
対
策
に
十
分
配
意

し
て
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

農
林
首
一
に
つ
い
て

は
、
農
林
業
の
生
産

性
の
向
上
付
よ
び
農

林
地
の
適
正
な
管
理

と
町
民
に
よ
る
保
健

休
長
等
の
有
効
利
山

を
促
進
す
る
た
め
必

要
な
用
地
の
確
保
存
t

一

図
り
ま
す
。

ιトよー

も

地

宅
地
に
つ
い
て
は
、

望
ま
し
い
居
、
任
水
準

を
目
標
L
し
し
、
生
活

関
述
施
設
の
整
備
を

進
め
な
が
ら
今
後
の

で
地
需
要
に
伴
い
必

要
と
さ
れ
る
用
地
の

確
保
を
関
り
ま
す
り

仁
場
川
地
に
つ
い

て
は
、
公
害
の
防
，
H

と
環
境
の
保
r

に
い
い
配

ilF (.，: : ha) 

日標年次

昭和70年

町土の利用自的に応じた区分ごとの規模の目標

意
し
な
が
ら
、
そ
の
機
能
的
配
置
に
努

め
る
と
と
も
に
、
必
要
な
用
地
の
確
保

を
図
り
ま
す
。

市

街

地

市
街
地
に
つ
い
て
は
、
過
街
化
を
防

止
し
、
小
女
ん
ト
咋
の
確
保
を
行
う
と
と
も

に
、
土
地
の
高
度
利
用
と
都
市
機
能
の

更
新
を
行
う
た
め
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

そ
の
他
の
土
地

そ
の
他
の
用
地
に
つ
け
て
は
、
今
後

増
大
す
る
行
政
需
要
に
あ
わ
せ
て
必
安

と
さ
れ
る
公
園
、
レ
ク
リ
ェ

l
シ
ヨ
、
/

則
池
お
よ
び
公
共
施
設
用
地
内
催
保
長

国
り
ま
す
。

9Ci:1 

963 

4，848 4，994 
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原

お
気
軽
に
お
話
し
を

五
月
は
巡
回
連
絡
月
間

派
出
所
、
肝
在
所
の
腎
察
官
は
一

一
地
域
の
実
情
を
知
り
、
皆
さ
ん
と
…

一
の
交
わ
り
を
深
め
た
い
と
願
い
、

m

-
ご
家
庭
や
会
社
写
会
わ
尋
ね
し
、
一

回
ご
忘
見
、
ご
要
望
一
台
一
あ
聞
き
し
て
日

い
ま
す
。

地
域
に
お
け
匂
困
り
こ
と
や
答
…

一
9

2

判
定
対
す
る
要
望
は
も
ち
ろ
ん
、
一

一
明
る
い
話
題
ル
げ
に
と
何
で
も
結
情
で
一

ハ
す
か
ら
、
気
軽
に
話
し
て
く
だ
さ
い
日

一
五
月
は
「
巡
川
崎
一
給
月
間
」
と
…

一
し
で
、
積
極
的
に
訪
問
活
動
を
行

一

い

ま

す

。

へ
何
一
回
一
日

九一

6
一4

q
d
-
1ょ
一
に
D

川
町
一
時
一
日

道

'L 

950 741 

L
I
 

S
-

一戸

σ〉三手

/入， 1 

今
凶
の
議
会
で
は
、
山
本
選
…
議
員
、

大
野
真
良
議
員
、
東
正
行
議
日
、
西
宮

正
幸
議
員
、
-
一
墨
田
義
徳
議
員
が
質
問
を

行
け
ま
し
た
。

六
月
中
に
工
事
着
工

日
刊
新
愛
媛
の
報
道
は
誤
報

ー
第
二
次
開
発
事
業
の
推
進
l

7，491l 

山
本
議
員
:
・
長
浜
町
の
発
展
は
第
一
一
一

次
開
発
の
推
進
以
外
に
与
え
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
進
め
て
き
た
が
、
去
る

三
月
十
一
日
に
漁
業
補
償
が
妥
結
し
、

ト
四
日
に
正
式
に
調
印
さ
れ
た
こ
と
は

こ
の
上
も
な
い
喜
び
で
あ
り
、
同
時
に

責
任
の
重
大
さ
命
感
じ
て
け
る
。

こ
れ
か
ら
の
進
め
方
と
し
て
時
し
い
一
免

許
時
間
の
見
通
し
、
四
国
電
力
の
石
材

受
入
れ
時
期
ほ
当
初
の
計
画
よ
り
も
約

一
年
遅
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
総
合
工

問
に
支
障
は
生
ピ
な
い
か
。
ま
た
、
工

事
に
着
工
で
き
る
見
通
し
は
い
つ
ご
ろ

A

O

 

，
プ
人

怖
い
業
補
償
が
妥
結
さ
れ
、
補
出
金
の

支
弘
い
が
約
束
主
れ
ど
い
る
が
、
そ
の

支
弘
方
法
、
融
資
金
融
機
関
、
借
入
金

の
返
還
方
法
等
に
つ
い
て
あ
聞
か
せ
い

た
だ
き
た
い
。

ス
ム
ー
ズ
な
企
業
誘
致
を
図
る
た
め
、

造
成
地
の
単
価
を
坪
当
り
十
万
円
以
内

に
寸
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

部
日
刊
私
愛
媛
生
?
で
小
刑
よ
船
だ
ま

り
完
成
後
の
机
船
の
移
転
に
付
し
、

A

慌
て
千
万
円
の
補
償
と
も
終
伝
費
と
も

と
れ
る
記
事
が
報
道
さ
れ
ご
い
る
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か

J

7，472 7，437 7，4:'37 
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二
宮
町
長
・
:
今
肪
地
区
の
海
岸
は
建

設
省
管
理
の
海
岸
で
あ
り
、
将
来
は
従

来
の
港
湾
を
拡
張
し
、
大
型
港
湾
と
し

て
整
備
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
港
湾
区

域
の
変
更
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
、

運
輸
大
臣
の
認
可
を
残
す
の
み
と
な
っ

て
お
り
、
四
月
中
に
は
認
可
が
得
ら
れ

る
も
の
と
思
う
。
理
良
免
許
の
申
請
事

務
を
早
急
に
終
わ
ら
せ
、
港
湾
区
域
の

変
更
認
可
を
待
っ
て
理
立
免
許
申
請
を

提
出
し
た
い
。

E翠望書置置盟国軍軍国璽晶置盈盈翠密密醜盟国議会@一般質問園

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

岡
田
電
力
の
工
事
に
支
障
を
き
た
さ
な

い
よ
う
協
議
を
進
め
て
参
り
た
い
。

な
お
、
五
月
末
ま
で
に
は
知
事
の
埋

立
免
許
を
得
て
、
六
月
中
に
は
工
事
に

着
手
し
、
五
、
六
か
月
か
け
て
土
石
の

受
入
れ
可
能
な
護
岸
を
築
造
し
、
一
七
材

受
入
れ
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

支
払
い
方
法
に
つ
い
て
は
、
七
億
五

千
万
円
で
妥
結
し
て
お
り
、
二

O
%
の

一
億
五
千
万
円
は
三
月
末
ま
で
に
、
残

り
の
八

C
M
m
に
つ
い
て
は
五
月
末
に
支

払
う
予
定
で
あ
る
。

金
融
機
関
は
交
渉
中
で
あ
り
、
現
在
、

県
信
連
、
伊
予
銀
行
、
愛
媛
相
互
銀
行
、

広
島
銀
行
を
予
定
し
て
い
る
。

坪
単
価
に
つ
い
て
は
、
最
大
限
の
努

力
を
し
て
十
万
円
以
内
に
む
さ
え
た
い
。

新
聞
報
道
に
つ
い
て
は
誤
っ
た
報
道

が
な
さ
れ
た
訳
で
あ
り
、
漁
業
補
償
合

は
正
に
七
億
五
子
万
円
で
、
そ
れ
以
外

の
補
償
金
(
裏
金
等
)
は
全
く
な
い
。

起
債
及
び
交
付
税
で

環境アセスメントで水質調査をする担当者

ー
補
助
金
カ
ッ
ト
の
対
応
1

山
本
議
員
国
に
わ
い
て
は
、

財
政
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
た

め
高
率
補
助
金
は
わ
む
む
ね
一
割

カ
ッ
ト
の
決
定
を
し
て
い
る
。
当

町
も
そ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い

と
忠
う
が
対
応
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

景
気
の
上
向
き
は
あ
る
が
、
地

方
税
お
よ
び
地
万
交
付
税
は
あ
ま

り
期
待
で
き
な
い
と
思
う
が
ど
の

よ
う
な
状
況
か
。

国
の
歳
出
予
算
の
抑
制
に
よ
り

当
町
の
建
設
事
業
も
縮
小
さ
れ
施
設
整

備
等
も
遅
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

一
一
次
開
発
事
業
の
具
体
的
な
着
手
に
よ

り
こ
の
影
響
で
-
般
行
政
へ
の
し
わ
寄

せ
は
な
い
か
。

一
宮
町
長
i
補
助
率
引
下
げ
は
昭
和

六
十
年
度
だ
け
で
あ
り
、
減
額
分
は
起

債
の
発
行
わ
よ
び
地
方
交
付
税
の
増
額

に
よ
り
措
置
を
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

地
方
財
政
へ
の
負
担
転
嫁
は
許
さ
れ
な

い
と
考
え
て
い
る
。

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
税
収
は
あ

ま
り
期
待
で
き
な
い
の
で
地
方
財
政
計

画
お
よ
び
社
会
経
済
情
勢
を
把
但
し
歳

入
欠
陥
が
生
ど
な
い
よ
う
山
同
意
し
て
い

き
た
い
。

建
設
事
業
は
計
画
的
に
事
業
の
施
行

を
し
て
お
り
、
国
、
県
へ
積
概
的
な
働

き
か
け
を
し
て
対
応
し
た
い
。

開
発
を
行
っ
た
場
合
の
町
負
抗
は
、

一
般
会
計
に
影
響
が
全
く
な
い
と
は
い

え
な
い
が
、
行
革
に
よ
っ
て
経
費
の
節

減
を
同
り
な
が
ら
地
域
経
済
の
活
力
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の

で
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

六
十
一
年
度
か
ら

料
金
を
改
定

ー
水
道
会
計
の
健
全
運
営
1

山
本
議
員
・
昭
和
丘
十
八
年
に
水
道

料
金
の
改
定
を
実
施
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
一
ト
ン
当
り
九
円
の
赤
字
を
出
し

続
け
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
態
の
中

で
水
道
会
計
は
健
全
な
運
営
が
な
さ
れ西南地区簡易水道施設整備事業で完成した櫛生水管橋

て
い
る
の
か
。
独
江
採
算

性
が
取
れ
れ
ば
そ
れ
に
越

し
た
こ
と
は
な
い
が
、
第

一
一
一
次
改
良
工
事
を
完
全
実

施
し
た
場
合
、
上
水
道
会

計
の
給
水
原
価
は
ど
の
程

度
の
伸
長
率
を
示
す
の
か
。

年
次
的
に
町
民
に
水
道
会

計
の
実
情
を
説
明
し
、
理

解
を
求
め
て
会
度
に
大
幅
な
料
金
改
定

を
せ
ず
、
本
年
度
あ
た
り
料
金
の
改
定

が
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
対
処
し
て
い
く

の
か
。
考
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
時
期

は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。
と
げ
る
と

す
る
ば
ど
の
く
ら
い
上
げ
る
見
込
み
の

試
算
を
た
て
て
い
る
の
か
。

二
宮
町
長
・
将
来
の
長
浜
町
の
人
口
、

お
よ
び
水
量
の
増
加
等
の
需
要
に
対
応

す
る
た
め
第
三
一
次
拡
張
改
良
工
事
を
実

施
し
て
い
る
。
六
十
一
年
度
か
ら
六
十

一
一
一
年
度
ま
で
の
費
用
は
約
一
億
七
千
一
一
一

百
六
十
万
円
か
か
る
予
定
で
、
給
水
原

価
が
一
立
方
け
い
当
り
二
百
二
十
一

-
A
一

円
、
供
給
単
価
は
百
五
・
五
七
円
と
な

り
、
毎
年
九
千
百
万
円
あ
ま
り
の
欠
煩

金
が
で
て
く
る
見
込
み
で
あ
る
。
仙
川
々

独
L

札
肘
弥
算
制
で
ま
か
な
え
る
も
の
で
は

な
く
、
全
国
あ
る
い
は
県
内
の
水
道
料

金
等
を
配
慮
し
て
昭
和
六
十
一
年
度
か

ら
逐
次
料
金
改
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

率
に
つ
い
て
は
、
経
費
の
上
昇
の
度

合
な
ど
も
あ
り
明
確
な
数
字
と
い
う
の

は
試
算
で
き
な
い
が
、
一
般
会
計
か
ら

の
持
ち
出
し
に
も
限
度
が
あ
り
、
あ
る

程
度
の
ア

y
プ
は
や
ら
せ
て
い
た
だ
か

な
い
と
や
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

沖浦にあるじんあい焼却場

検単
討独

か
広
域
化
を

ー
ご
み
焼
却
場
1

西
宮
議
員
:
ご
み
焼
却
場
は
、
建
設

以
来
十
四
年
を
経
過
し
て
既
に
耐
用
年

数
も
過
、
ぎ
て
老
朽
化
し
て
お
り
、
建
設

す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
と
思
う
が
、

開
発
に
あ
わ
せ
て
場
所
を
考
え
て
い
る

か
。
沖
浦
周
辺
は
観
光
面
で
考
え
て
い

く
べ
き
で
あ
り
、
今
後
ご
み
焼
却
場
を

新
規
に
建
設
す
る
な
ら
ば
七
、
八
百

υ

須
沢
寄
り
の
「
白
木
橋
」
と
い
う
と
こ

の
広
場
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
火
葬
場
も
見
直
し
の
時
期
が

く
る
と
思
う
が
、
ご
み
処
理
場
と
あ
わ

せ
て
少
し
で
も
離
れ
た
と
こ
ろ
へ
建
設

を
考
え
て
い
る
か
。

一
方
、
ご
み
処
理
場
を
大
洲
市
と
の

広
域
組
合
の
中
で
処
理
す
る
よ
う
加
入

申
し
込
み
を
考
え
て
い
る
と
聞
い
た
が
、

大
洲
市
ま
で
運
ぶ
こ
と
に
な
る
と
時
聞

が
か
か
り
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
で
て

く
る
と
思
う
。
慎
重
に
こ
の
こ
と
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
方
を
し
て
い
く
の
か
。

二
宮
町
長
施
設
は
た
い
へ
ん
老
朽

化
し
で
わ
り
、
新
し
く
作
り
か
え
る
こ
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と
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
が
、
現
存

は
応
急
修
理
を
し
て
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
施
設
は
、
長
浜
町
単
独
で

や
る
か
、
あ
る
い
は
広
域
で
や
る
か
二

つ
を
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
る
。

現
点
、
大
洲
市
で
も
ご
み
焼
却
場
の

改
築
が
計
両
会
れ
て
お
り
広
域
で
や
る

の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
強
い

怠
兄
も
あ
る

υ

皆
さ
ん
方
と
よ
く
相
談

を
し
、
大
洲
市
と
の
連
携
も
と
っ
て
今

後
の
方
向
づ
け
を
し
て
参
り
た
い
。

単
独
で
や
る
場
合
は
、
い
わ
れ
た
よ

う
な
こ
と
も
検
討
し
な
が
ら
場
所
を
決

定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
ご
埋
解

い
た
だ
き
た
い
。

…一一

会
議
{
主
と
し
て

広
く
開
放

ー
元
森
林
組
合
事
務
所
の
利
用

1

西
宮
議
員
出
町
内
は
土
地
が
少
い

た
め
向
仁
業
の
会
合
の
場
所
が
な
い
が
、

元
森
林
組
合
の
事
務
所
は
便
利
な
場
所

で
あ
り
、
町
内
の
商
仁
業
、
商
工
連
盟
、
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信
販
、
婦
人
会
な
ど
の
諸
団
体
の
会
合

の
場
所
に
開
放
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は

で
き
な
い
か
と

尚
仁
業
発
日
肢
の
た
め
、
ま
た
、
い
ろ

い
ろ
な
諸
国
体
の
会
合
に
ぜ
ひ
森
林
組

台
の
跡
地
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

よリ

二
宮
町
長
:
役
場
も
改
築
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
、
現
在
役
場
の

分
室
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
会
議
主
と

し
て
は
広
く
開
放
し
て
お
り
、
申
し
込

み
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
で
き
る
限

り
便
宜
を
図
っ
て
お
り
、
今
後
も
そ
の

よ
う
な
配
慮
を
し
て
い
き
た
い
の
で
ご

理
解
は
た
芝
き
た
い
。

ま
た
、
開
発
情
相
仙
の
中
に
は
商
工
会

仙
の
建
設
も
人
っ
て
む
け
、
逐
次
具
体

化
し
、
計
画
に

L
て
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
る
一

J

行
革
大
綱
策
定
を

準
備

ー
行
政
改
革
の
推
進
;

役場分室として使っている元森林組合事務所

大
野
議
員
:
町
の
行
政
改
革
は
自

治
体
の
自
主
性
を
損
う
こ
と
な
く
、

臨
調
の
基
本
答
申
を
尊
重
し
な
が
ら

積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う

J

本
町
に
お
い
て
は
行

政
改
革
ブ
ロ
ン
一

T

ケ
ト
チ

l
ム
お
よ

び
行
政
改
革
検
討
委
日
会
を
設
置
し

て
取
り
組
ん
で
土
ら
れ
る
が
、
現
在

ど
の
よ
う
に
附
進
し
て
い
る
か
。

主
だ
、
臼
治
析
に
む
い
て
地
方
行

政
改
革
大
相
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
み
、
推
進
し
て
い
く
の
か
。

二
宮
町
長
園
、
県
の
方
針
を
尊
重

し
つ
つ
、
真
剣
か
つ
速
や
か
に
取
り
組

ん
で
参
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
で
い

る。
閣
議
決
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
の

行
革
推
進
の
指
針
が
示
さ
れ
、
本
年
八

月
末
を
回
途
に
大
綱
を
策
定
す
る
よ
う

指
導
を
受
け
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て

も
行
政
全
般
に
お
け
る
行
革
大
綱
を
策

定
す
る
た
め
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る

の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

要
望
に
添
え
る
よ

う
努
力

tJ
県
道
藤
縄
・
長
浜
線
の
改
良

i

大
野
議
員
・
:
県
道
藤
縄
・
長
浜
線
は

諸
集
落
の
生
活
、
生
産
基
盤
に
不
可
決

の
道
路
機
能
を
有
す
る
主
要
な
路
線
で

あ
る
が
、
ま
だ
移
管
が
完
了
し
て
い
な

い
た
め
県
営
に
よ
る
改
良
は
不
可
能
と

思
わ
れ
る
。
沿
線
住
民
の
一
人
と
し
て

一
汀
も
早
く
改
良
に
着
手
さ
れ
、

i

交
通

需
要
へ
の
対
応
と
地
域
産
業
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
る
が
そ
の

見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
破
出
部
分
や
舗
装
の
修
理
は

今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
で
や
っ
て
い
た

だ
け
る
か
。

二
宮
町
長
・
:
本
線
は
長
浜
町
だ
け
で

な
く
大
洲
市
に
ま
た
が
る
路
線
で
あ
り
、

移
管
手
続
き
上
、
道
路
用
地
の
登
記
↓
一
一
応

了
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
本
町
分

だ
け
で
匙
長
約
一
六
・
一
キ
ロ
灯
、
筆

数
は
六
百
七
十
筆
あ
ま
り
あ
る
。
多
く

の
費
用
が
必
要
で
あ
り
、
大
洲
市
と
山
町

営
移
管
事
務
の
対
応
に
つ
い
と
検
討
し

て
お
り
、
歩
調
会
合
わ
せ
て
対
処
す
る

た
め
調
整
に
と
ま
ど
っ
て
い
る
が
、
要

望
に
沿
え
る
よ
う
労
力
し
た
い
。

杉
山
宵
へ
ん
，
ー
ま
で
は
、
財
政
の
許
す
限

り
維
持
管
理
に
配
慮
を
は
ら
っ
て
い
き

た
い
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

運寮
営生

ム の
空 あ
:ちる

i時

東
議
員
司
・
・
中
学
校
の
な
ぎ
さ
寮
の
定

員
は
七
十
人
で
あ
る
が
、
現
在
七
人
し

か
入
会
し
て
お
ら
ず
、
少
人
数
の
た
め

に
多
大
な
財
政
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
聞
い
て
い
る
。
社
会
の
変
化
と
し
父

通
事
情
の
交
化

μ
よ
っ
て
通
学
す
る
生

徒
が
別
ぇ
、
人
台
す
る
生
徒
が
減
っ
た

允
め
と
日
わ
れ
る
。
行
革
検
討
委
員
会

一
一
議
問
さ
れ
ご
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
け
る
の
か
。
寮
を

附
明

ι比
さ
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。
今
後
い
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
の
か
c

三
井
教
育
長
:
寄
宿
舎
は
中
学
校
の

統
合
に
伴
い
、
通
学
困
難
な
生
徒
を
入

会
さ
せ
、
教
育
条
件
の
改
善
と
保
護
者

の
負
担
を
粁
減

L
で
義
務
教
育
の
円
滑

な
淫
計
を
す
る

H
的
で
注
て
ら
れ
て
お

り
、
青
島
、
政
川
、
開
茂
、
都
梅
を
主

体
と

L
て
い
る

L

十
年
度
末
の
寮
生
は

万
人
で
あ

J

た
が
、
米
年
度
は
八
人
予

定
し
て
い
る
υ

同
帆
ハ
計
一
は
、
調
理
員
一
人
、

寮
母
一
入
、
寮
長
、
副
寮
長
、
舎
監
八

人
で
対
応
し
て
い
る
が
、
赤
字
解
消
の

た
め
多
少
の
減
員
を
考
え
て
い
る
の
で

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

寮
生
の
あ
る
限
り
、
運
営
は
続
け
て

い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

休
館
し
て
再
検
討

-
)
水
族
館
の
存
廃
1

寮生が減ったなぎさ寮

東
議
員
・
中
I

町
の
本
旅
館
は
、
昭
和

十
年
に
建
設
さ
れ
、
ん
7
U
ま
で
児
童
、

生
徒
の
生
き
た
続
党
教
村
と
し
て
、
ま

た
海
水
浴
場
と
あ
わ
せ
て
憩
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
て
い
る
が
、
経
済
的

な
面
か
ら
み
る
と
毎
年
赤
字
を
山

L
て

い
る
よ
う
で
あ
り
、
行
政
改
革
が
叫
ば

れ
て
い
る
現
在
、
水
族
館
を
休
館
す
る

考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
開
発
事
業
と

あ
わ
せ
て
立
派
な
水
族
館
会
作
る
構
想

は
し
げ
-
て
一
¥
む
ら
れ
る
か

J

心
小
廿
肌
館
を
い
同
市
し
た
場
合
、
跡
地
は

ど
の
よ

7
に
使
用
さ
れ
る
の
か
。
有
効

に
仙
川
用
す
る
#
ソ
ー
は
あ
る
か
。

二
宮
町
長
建
段
以
米
五
十
年
を
経

過
7

)

た
現
指
設
の
老
朽
化
は
如
何
と
も

L
が
た
く
、
止
専
門
家
に
診
断
を
受
げ
た

結
果
、
水
槽
に
危
険
性
が
あ
り
、
修
復

す
る
の
に
莫
大
な
費
用
を
一
安
ず
る
の
で
、
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厳
し
い
財
政
の
中
で
の
対
応
は
極
め
て

む
つ
か
し
い
と
思
う
。
行
革
検
討
委
員

会
の
答
申
に
よ
る
と
、
休
館
を
し
て
修

復
可
能
か
ど
う
か
再
検
討
す
る
の
が
適

当
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
て
い
る
。

新
し
い
水
族
館
の
建
設
は
、
開
発
計

両
の
中
で
と
り
入
れ
構
想
を
た
て
て
い

る。
跡
地
に
つ
い
て
は
修
復
叶
能
も
与
え

ら
れ
る
の
で
直
ち
に
廃
館
と
せ
ず
、
利

山
方
法
に
つ
い
て
は
背
さ
ん
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
対
応
し
て
参
り
た
い
。

盟国議会・一般賞間

法
線
決
定
し
、

早
期
完
成

小
浦
か
ら
沖
浦
ヘ

通
じ
る
県
道

1
道
路
改
良
整
備
1

一一
二
宮
(
義
)
議
員
:
行
政
的
な
配
慮
に

よ
り
道
路
整
備
は
で
き
て
い
る
が
、
海

岸
線
の
国
道
は
波
に
よ
っ
て
い
父
通
障
害

を
起
こ
す
時
が
あ
り
、
そ
の
後
の
整
備

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
し

て
い
る
の
か
。

ま
た
、
県
道
の
整
備
は
数
か
所
行
わ

れ
て
い
る
が
、
中
で
も
交
通
量
の
多
い

小
浦
団
地
か
ら
沖
浦
に
通
じ
る
県
道
の

整
備
は
い
つ
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
の
か
。

県
と
の
交
渉
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
-
:
国
道
に
つ
い
て
は
、
波

浪
が
高
く
、
利
用
が
心
配
だ
と
い
う
こ

と
だ
が
、
今
後
消
波
工
を
実
施
す
る
以

外
に
方
法
は
な
い
と
思
う
の
で
、
逐
次

実
施
し
て
安
全
一
に
通
行
が
で
き
る
よ
う

整
備
に
つ
い
て
県
へ
要
望
し
て
い
き
た

い
の
で
宜
し
く
わ
願
い
し
た
い
。

長
浜
・
中
村
線
の
う
ち
、
小
涌

か
ら
沖
浦
に
至
る
聞
は
、
県
単
で

毎
年
二
千
万
円
く
ら
い
で
や
っ
て

い
る
が
、
特
殊
改
良
な
り
道
路
改

良
を
導
入
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
と

い
う
こ
と
で
県
と
合
議
を
し
て
い

る
。
ま
だ
、
法
線
が
決
ま
っ
て
い

な
い
の
で
、
県
の
段
階
で
検
討
し

て
お
り
、
で
き
る
だ
け
早
く
法
線

を
決
め
て
特
改
な
り
道
改
を
取
り

入
れ
て
早
期
に
完
成
さ
せ
た
い
と

い
う
計
画
で
県
と
後
渉
中
で
あ
る

の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

休館して検討する水族館

事
務
の

O

A
化、

民
問
委
託
生
寸
推
進

ー
行
政
姿
勢
と
行
政
改
革
1

二
宮
(
義
)
議
員
六
卜
年
度
は
長
年

の
課
題
で
あ
っ
た
二
次
開
発
事
業
が
漁

業
補
償
の
妥
結
に
よ
り
新
た
に
出
発
し

て
い
く
年
で
あ
り
、
園
、
県
に
お
い
て

も
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
年
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
我
々
議
員
聞
で
も
自
覚
し
、
認
識

を
も
っ
て
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
議
員
定
数
を
二
人
減
ら
し
て
十
八
人

と
い
う
こ
と
で
議
決
し
て
い
る
。

長
浜
町
の
行
政
姿
勢
に
つ
い
て
、
例

え
ば
定
数
減
の
問
題
、
職
員
の
人
間
関

係
の
問
題
な
ど
A
7
年
度
の
具
体
的
な
取

り
組
み
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

二
宮
町
長
胞
政
ト
刀
針
の
中
で
も
述

べ
て
お
り
、
行
革
大
綱
の
中
で
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
事
務
の
見
直
し
、
事
務

の
O

A
化
、
事
業
の
民
問
委
託
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
課
題
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で

お
り
、
ご
理
解
と
今
後
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

開
発
の
進
ち
よ
く

状
況
と
合
わ
せ

ー
開
発
事
業
と
住
民
の
要
求

1

二
宮
(
義
)
議
員
・
:
二
次
開
発
事
業
の

名
の
も
と
に
町
民
の
要
求
と
い
う
の
は

現
在
ま
で
押
え
ら
れ
て
お
り
、
住
民
か

ら
の
声
も
聞
い
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
老
朽
化
し
た
庁
舎
改
築

の
年
度
は
い
つ
ご
ろ
の
見
通
し
か
、
ま

た
、
水
族
館
の
問
題
も
あ
る
が
、
あ
そ

こ
に
遊
園
地
を
作
る
に
し
て
も
、
そ
の

こ
と
が
で
き
な
い
と
要
望
に
は
こ
た
え

ら
れ
な
い
と
思
う
が
、
そ
れ
ま
で
に
住

民
要
求
に
こ
た
え
る
に
は
ど
の
よ
う
な

考
え
方
な
り
取
り
組
み
を
し
て
い
く
の

よ
μ

二
宮
町
長
:
-
第
二
次
開
発
が
進
行
す

る
過
程
の
中
で
適
切
な
時
期
を
と
ら
え

て
施
設
を
完
備
し
て
い
き
た
い
。
特
に

庁
舎
、
町
民
会
館
、
商
工
会
館
な
ど
構

想
は
も
っ
て
い
る
が
、
造
成
が
で
き
て

い
な
い
段
階
な
の
で
、
い
つ
何
を
す
る

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
計
画
が
た

つ
て
い
な
い
。
今
後
開
発
の
進
み
具
合

と
あ
わ
せ
て
構
想
を
計
画
に
移
し
て
早

く
そ
の
よ
う
な
施
設
を
作
り
上
げ
た
い
。

高
校
と
連
絡
を

取
り
合
い

地
域
の
人
の
和
、
意
識
づ
け
で

ー
長
浜
高
校
と
教
育
姿
勢
1

二
宮
(
義
)
議
員
:
長
浜
高
校
は
県
立

で
は
あ
る
が
長
浜
教
育
の
顔
だ
と
思
う
。

こ
の
高
校
を
ど
の
よ
う
に
育
て
て
い
く

か
、
行
政
も
住
民
の
み
ん
な
と
お
瓦
い

に
真
剣
に
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
教
育
行

政
を
預
っ
て
い
る
委
員
会
は
、
ご
の
長

浜
高
校
を
ど
う
受
け
と
め
、
ど
う
感
じ

て
い
る
か
。

ま
た
、
教
育
に
志
す
者
は
全
て
専
門

職
ら
し
い
専
門
職
を
育
て
、
そ
れ
に
よ

り
本
ゴ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
、
教
育
効
果
が
で
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
委
員
会
と
し
て
ど
の

よ
う
な
考
え
方
、
取
り
組
み
を
し
て
い

く
の
か
。

長
浜
教
育
の
レ
ベ
ル
を
あ
げ
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
高
校
ま
で
は

長
浜
教
育
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
意
識
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

三
井
教
育
長

E

E

-

高
校
は
県
立
で
直
接

の
つ
な
が
り
は
な
い
が
、
同
じ
地
域
で

あ
り
、
そ
れ
な
り
の
対
応
は
必
要
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
教
育
事
始
め
式
に
は

高
校
の
先
生
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
懇

親
を
深
め
、
つ
な
が
り
を
つ
け
て
対
応

し
て
い
る
。

西村兵太郎さんの銅像がたつ長浜高校

ま
た
、
年
何
回
か
教
育
連
絡
協
議
会

を
聞
き
、
高
校
の
正
常
化
と
い
っ
た
こ

と
に
も
働
き
か
け
を
し
て
い
る
。
あ
る

い
は
、
学
警
連
絡
協
議
会
で
も
非
行
の

問
題
を
中
心
に
し
な
が
ら
連
携
を
図
っ

て
、
同
じ
町
に
住
む
生
徒
と
し
て
配
慮

し
て
い
く
べ
き
点
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
い
る
。

今
後
は
、
で
き
る
だ
け
地
域
の
行
事

に
、
中
学
生
、
高
校
生
の
参
加
を
呼
び

か
け
、
地
域
の
住
民
で
あ
る
と
い
う
意

識
づ
け
と
共
に
、
普
段
の
生
活
で
自
覚

を
も
っ
て
も
ら
う
よ
う
高
校
と
連
絡
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

長
浜
高
校
の
生
徒
に
つ
い
て
は
必
ず

し
も
良
い
評
判
を
得
て
い
な
い
が
、
学

校
で
直
接
預
る
先
生
に
わ
す
が
り
し
て

そ
れ
を
盛
り
上
げ
る
地
域
の
人
の
和
、

一
人
一
人
の
意
識
づ
け
を
盛
り
上
げ
て

い
く
よ
り
道
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と

岡
山
う
。
そ
の
た
め
の
委
員
会
と
し
て
の

協
力
体
制
は
十
分
や
っ
て
い
き
た
い
。



12~ 

憲

議

生

重

庁臨盟理盟

"'" 邑
森

日
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町長

助役

収入役 稲田

課

長

上

田

課

長

補

佐

山

下

課

長

補

佐

山

本

(
庶
務
消
防
係
)

(

兼

)

係

長

山

下

国

広

主

事

都

築

住

江

技

手

成

田

信

重

書

記

土

地

末

子

書

記

垣

見

正

志

婦
人
交
通
指
導
員
稲
垣
美
恵
子

用
務
員
(
嘱
託
)
東
ツ
キ
ヱ

(
企
画
財
政
係
)

(

兼

)

係

長

山

本

勝

延

書

記

松

岡

陽

規

(
管
財
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
山
下
一
仁

書

記

楠

野

茂

利

(
文
書
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
山
根
カ
ヨ
子

主

事

横

道

里

見

書

記

亀

山

稔

(
広
報
有
鰻
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
叶
本

技

術

専

門

員

大

野

投

手

熊

本

書

記

大

本

技

子

モ

浦

投

手

菊

地

;果

長
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長
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長
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長

石
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事
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書

記

直

上

(
固
定
資
産
税
係
)

係

長

田

中

山

右

手

主

事

宇

都

宮

芳

文

猛辰 太
義雄紘郎

L
l
R
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三
日
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猛
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b
H
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住
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(
収
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係
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務
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員
兼
係
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所
友
邦

書

記

三

秩

レ
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子

書

記
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田

宏

課

長
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課
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課
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係

長

藤
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大

橋

京

子

書

記

河

内

厚

子

保

母

宮

本

邦

子

用
務
員
(
嘱
託
)
同
志
喜
子

(
同
和
対
策
係
)

(

兼

)

係

長

木

下

保

利

書

記

久

井

一

(
福
祉
年
金
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
平
田
豊
子

主

事

大

国

尚

子

主

事

滝

内

仁

書

記

宇

根

や

す

子

書

記

菊

地

英

夫

(
住
民
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
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正
義

者

記

城

戸

茂

利

害

記

浦

上

恵

美

千

書

記

友

沢

あ

っ

チ

豊保昭
彦利夫

事
務
専
門
員

(
社
協
担
当
)

藤
本

富
雄

課

長

課
長
補
佐

(
衛
生
係
)

係

長

主

事

保

健

婦

保

健

婦

保
健
婦
(
臨
)

看

護

婦
(
国
保
係
)

係

長

書

記(
環
境
係
)

係

長(
焼
却
場
)

技
術
専
門
員
兼
主
任
大
野
勇

技

師

久

保

田

健

市 高
橋

大
野

西

本

幸

雄

坂

東

敏

幸

一

宮

和

子

原

問

雅

子

深
部
美
智
子

平
田
美
佐
子

吉村
田止二

明隆
美志

久
保

博
Eヨ

課

長

石

丸

英

雄

主

幹

波

多

野

進

課

長

補

佐

平

田

友

幸

課

長

補

佐

矢

野

克

(
林
業
水
産
係
)

係

長

山

根

勇

一

主

事

吉

川

直

人

投

手

森

内

雄

-

一

郎

(
農
業
係
)

係

長

二主
口

巨;

丘二
目白

言己

井
上

裕
重

(
商
工
観
光
係
)

(

兼

)

係

長

平

田

事

務

専

門

員

新

田

書

記

城

戸

(
国
土
調
査
係
)

主

幹

波

多

野

進

係

長

上

田

富

喜

男

主

事

浪

本

忠

則

書

記

一

宮

義

道

(
農
地
係
)

(
兼
)
係
長

主

事

智亮

友
幸

道
夫

広
美

矢
野

日
野

克
敏
子

課

長

課
長
補
佐

(
管
理
係
)

係

長

中

野

健

蔵

主

事

宮

下

紀

久

重

書

記

久

保

嘉

範

(
建
築
・
都
市
計
画
係
)

技
術
専
門
員
兼
係
長
岡
田
孝

(
農
業
土
木
係
)

(
兼
)
係
長
佐
々
木
晋
一

技

師

重

松

直

博

技

手

戎

徹

(
公
共
土
木
係
)

係

長

菊

地

洋

一

技

師

三

秋

敦

司

技

師

山

本

多

喜

男

技

手

藤

岡

章

男

(
港
湾
係
)

事
務
専
門
員
兼

港
務
所
長

書

記

丸

山

寿

佐
々
木
晋

松中
主Z里子

貴
夫

之
道
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教

育

長

課

長

課
長
補
佐

(
総
務
係
)

係

長

下

町

(
学
校
教
育
係
)

(

兼

)

係

長

笹

本 笹ィ尚三
木井井

栄義
f喝前

守宅
円

三日
ロU

大
本
み
つ
子

百果

宗典
干火

(
工
務
係
)

第
-
係
長

第
-
一
係
長

技

子

谷 4t ホ直
L }I! ぞ三，

真純岳
↑丹1J~ ;志

書同

干公 ;度
本辺

記長

t台
了苛文

健ィ、ζ

(
社
会
教
育
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
上
満
治
雄

社

会

教

育

主

事

菊

地

邦

求

中
央
公
民
館
主
事
欠
肝
上
利
雄

書

記

小

川

主

助

指
導
員
(
嘱
託
)
同
肝
勝
敏

指
導
日
(
嘱
託
)
小
亀
川
代

長

大真
j亡室前

室

長

事
務
専
門
員

会

記

」

J

『

l

l

-

T

J

P
マ
V
へ

I
川

1
佐

aV日
附
亀
古

久
保
美
恵
f
丁

事
務
局
長

矢

里f

克

課
長
補
佐

{系

(
庶
務
・
工
業
用
水
道
係
)

清
本
俊
一
¥

松
本
伊
代

f

閑

長

園
長
補
佐

書

記

主
任
寮
付

寮

母

奈

川

り

寮

母

寮

母
看

護

婦

主
任
調
珂
員

調

理

員

調

理

員

用

務

員

栄
養
士
(
嘱
託
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久

保
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保

博

道

大

野
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千

寓
岡
ト
シ
ゴ

清

本

藤

チ
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ト
モ
エ

清

本

愛

チ

松

本

和

重

平
削
由
美
子

、
水
木
喜
美
子

山
中
イ
チ
エ

一

藤

豊

寺

坂

満

千

松

町

仁

美

(
喜
多
漁
連
絡
所
・
今
坊
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

小

林

占

安

(
櫛
生
連
絡
所
・
櫛
生
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

山

本

安

広

(
出
海
連
絡
所
・
出
海
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

清

ぶ

康

則

(
豊
茂
連
絡
所
・
豊
茂
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

山

崎

一

義

(
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大
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主
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友
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敏
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主

任

兼
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憲

一

(
今
坊
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館
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主

事

小
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女
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主
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房
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浜
中
学
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調
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員
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(
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(
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)

所
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(
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西

山

み

ち

子

保

母

佐

竹

千

恵

子

保

母

子

平

野

悦

f
T

調

理

員

岡

崎

美

智

f
T

(
白
滝
保
育
所
)

所

長

西

宮

幸
子

t主 f呆 f与( f呆 ~t
ff 
{呆

子時母母母

川

出

清

子

矢
間
栄
津
美

清
ル
小
郎
ιJ

戎

裕

子

児
玉
ク
ミ
子

(
沖
浦
保
育
所
)

所

長

下

田

美

泣

、
一
七
任
保
ほ
池
旧
ス
ミ
子
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T
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児
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藤
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萩
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二三3・・園周"'"閉
山

長
浜
町
峨
只
の

人
事
児
動
念
、
四

月
一
日
付
げ
で
行

い
ま
し
た

L

今
川

の
異
動
者
は
総
数

で
四
卜
川
人
。
内

訳
は
次
の
通
り
。

課
長
浦
佐
組
問

入
、
係
長
糾
五
人
、

長
記
お
よ
び
書
記

補
机
七
人
。
山
山
一
肯

所
は
、
所
長
大
人
、

保
母
十
六
人
、
調

理
員
六
人
。

今
-tH町
長
は
、
今
回
の
異
動
に
つ
い

て
「
昨
年
度
大
幅
な
川
引
を
行
っ
た
た

め
、
人
ノ
午
度
は
開
発
体
制
の
整
備
、
強

化
を
す
る
た
め
小
児
模
に
と
ど
め
、
は

育
所
芯
人
事
の
刷
軌
を
図
ー
た
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

四
月
ム
口
付
け

F
異
動
し
た
職
員
は

次
の
通
り
に
(
」
は
旧
任
。
①
は
昇
任
、

昇
給
υ

一
課
長
補
佐
級
一
経
祈
課
長
補
佐
兼
農

弛
仔
長
・
矢
肝
克
(
経
済
課
長
繍
住
)

@
経
済
課
長
補
佐
兼
向
工
観
光
係
長
・

中
川
友
幸
一
れ
済
誹
事
務
市
川
門
員
兼
尚

工
観
光
係
長
)
①
教
育
謀
長
補
れ
や
学

校
教
育
係
長
-
侠
本
栄
一
(
経
済
課
事

務
専
判
員
兼
農
地
係
長
)
マ
モ
人
ホ
ー

ム
引
山
閣
長
補
体
・
久
保
杯
、
山
一
(
教
汀

課
長
補
任
兼
学
は
教
行
係
長
)

一
係
長
級
一
陀
民
球
事
務
山
r
川
口
民
・
一
版

本
富
山
畑
一
を
人
示

l
ム
什
山
闘
長
補
佐
)

マ
経
済
課
事
務
専
門
員
・
新
川
遊
犬
(
小

辺
談
内
竹
注
加
工
業
刑
小
道
係
長
一
①
衛
生

叩
斗
円
以
師
・
久
保
問
健
市
(
衛
生
一
課
書
記

J

一

①
水
道
翌
日
工
務
第
一
一
係
長
・
森
川
純
行

民 何 一 一 τ司

4月1日イナけで

-=::!置い--'"=一緒品 川 1 町職員人事異動 r

(
水
道
課
位
酢
)
①
」
小
道
課
庶
務
工
業

用
水
道
係
長
・
清
水
俊
一
二
(
山
一
訟
課
書

記
)一

書
記
お
よ
び
書
記
補
級
一
開
発
課
・

久
保
『
え
孟
(
れ
涜
課
)
マ
開
発
課
・
窪

清
一
(
総
務
課
)
マ
経
済
課
・
井
!
日

重
一
一
同
生
課
)
マ
建
設
課
・
伝
石
之
迫

(
教
有
料
)
①
也
設
課
・
久
深
烹
範
(
同
)

マ
老
人
ホ
ー
ム
白
山
国
・
川
ド
問
由
主

f

一
吉
川
生
課
一

{
そ
の
他
課
内
昇
任
昇
格
者
}
①
総
務

ぷ
事
務
事
門
員
兼
女
主
係
長
・
山
恨
カ

ヨ
子
①
総
務
課
事
務
点
門
員
兼
広
報
有

線
係
長
・
叶
本
正
①
税
務
課
事
話
専
門

一
口
兼
収
納
係
長
・
政
一
内
友
邦
①
住
民
課

事
務
存
門
員
兼
福
祉
年
金
係
長
・
平
田

豊
チ
①
住
民
課
事
務
専
川
員
兼
住
民
係

長
・
和
川
正
義
①
建
設
課
事
務
専
門
員

兼
港
湾
係
長
・
中
野
寅
犬
①
教
育
制
跡
事

務
h

専
門
員
兼
係
長
・
上
満
治
雄
①
開
発

課
、
玉
事
・
西
岡
敏
博
①
税
持
課
主
事

小
州
民
一
①
同
・
宇
郡
穴
芳
文
①
住
民

課
、
王
事
・
大
直
尚
子
@
同
・
滝
内
仁
①

好
生
課

K
事
・
坂
東
城
幸
①
れ
れ
新
謀
、
ヒ

ム
事
・
吉
川
出
入
①
日
・
浪
本
忠
川
①
住

設
課
技
師
・
重
松
直
博
①
同
・
二
秋
敦

ぺ
①
間
山
本
多
喜
男
①
櫛
生
公
民
館

L

下

一
事
。
山
本
安
広
@
開
発
課
書
記
。
錦
地

博
幸
①

M
m課
主
国
臼

E

人
目
仁
し
孝
一
①
本

道
訣
れ
ヂ
・
谷
し
に
真
旧
川

{
保
育
所
長
級
一
山

f

花
¥
内
竹
内
幸
子
一
月

多
川
内
マ
怖
生
・
山
本
と
智
子
(
打
法
)

マ
大
和

-
R
井
徳
美
一
出
海
マ
画
一
日
必

大
崎
…
恭
子
(
川
生
)
マ
じ
比
一
多
灘
・
山
本

ゴ
ト
エ
(
大
和
)
マ
山
海

E

阿
同
川
J
r

(
血
一
旦
そ

一
保
母
一
長
浜

-
I
I
竹
子
山
u
f
(
れ
沌
)

マ
喜
多
灘
・
欠
肝
幸
子
/
大
川
一
マ
長

一
山
・
一
内
山
み
ち
子
一
戸
大
和

)
v
h、滝・

戎
袴

γ
一
沖
浦
)

V
臼
滝
・
矢
間
栄
津

子
支
(
長
浜
)
マ
什
滝
・
清
水
郁
子
(
豊

茂
一
マ
沖
川
園
ご
好
冗
川
(
長
山
マ

沖
浦
・
宇
都
宮
由
美
子
(
山
海
)
マ
出

海
。
山
本
直
比
六
(
沖
浦
一
マ
櫛
件
に
・
鈴

木
れ
代
子
(
長
浜
)
マ
大
和
・
矢
肝
越

〆
丁
(
櫛
生
」
マ
大
和
・
冗
玉
知
日
代
一
f

川

河
一
マ
大
和
'
矢
野
え
判
子
(
貰
い
ャ
y
灘
)

マ
大
和
・
士
口
問
と
よ
子
(
喜
多
灘
一
マ

住
民
課
・
一
品
本
邦
，

r
一
れ
一
荷
)
マ
俗
生
・

れ
行
玉
J

7

(

出
海
)

一
調
理
園
長
一
長
浜
・
岡
崎
美
津
子
一
へ
い
吾

多
灘
)
守
沖
浦
一
山
本
満
子
一
長
浜
)

守
山
泌
・
田
丸
信
枝
(
沖
浦
)
マ
大
利
。

笹
本
直
江
一

2

櫛
4

士
、
一
マ
喜
多
対
-
楠
肝
幸

L
J
(

蒙
茂
)
マ
豊
茂
・
都
田
悦
子
(
大
和
)

Fド-同『
l嘱臨よー
ム託時 ろ 汐 ユ ジ
I1一一しブ猛火
山 教待iく双六三て
[意l育生おチタル?二

二γ ぷ;県願《用~

ιj、juv
fて亀出:ま
た 11干ヲミす

(¥: l'¥' 
マ f
i雪
人

人
μ
膨

d
y
/

f
Jリ
タ
/
/
弓

H

お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た
“

一
退
職
}
経
済
深
長
補
佐
。
中
川
正
門
マ

叩
U
K
課
事
仕
州
市
小
門
パ
円
一
'
日
岐
龍
法
マ
色

人
心
|
ム
五
河
川
制
理
山
口
=
し
し
川
ミ
ド
リ

い
教
育
課
附
ぷ
，
久
山
い
い
う
ツ
ミ
グ
中
小
肢

館
嘱
託
-
ご
一
石
む
の
と
心

現
況
届
の
提
出
を

国

民

i宣
児 [1;[

Jド.K
f 年
、金

ぴJ

F章
qミ吉:
金{jミ
のでit

lj y金

主主
ぴコ 』ヘ

障
害
範
問
が
拡
大

身
体
障
害
者
手
帳

身
体
障
害
斉
福
祉
法
の
一
部
改
正
に

よ
っ
て
、
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
の
陣

日
の
範
刊
か
増
え
ま
し
た
ラ
追
加
会
れ

た
の
は
、
「
そ
し
ゃ
く
一
食
物
会
よ
く
か

み
く
だ
ノ
¥
ご
と
一
機
能
防
古
」
む
よ
び

「
ぼ
う
二
う
ま
た
は
直
問
時
能
障
汗
」

で
よ
。
訪
中
i

J

Q
と
巴
わ
れ
る
か
は
、

没
民
れ
民
諜
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
ど
き

事
業
主
の
皆
さ
ん
お
早
め
に

労
働
保
険
の
申
告
納
付

5
月
間
固
ま
で

昭
和
六
十
年
度
山
万
働
保
険
料
(
山
川

災
保
険
、
-
幌
市
保
険
一
の
中
当
日
和
ほ
の

i
j
i

一

一

フ

ー

‘

:

ー

ム

:

川
知
カ
ミ
オ
し
だ
c
T
n
片

i
一l
H
力以内

終
期
限
に
な
っ
て
い

j
す
の

C
わ
口
十
め

仁
子
続

kfr済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
υ

労
働
保
険
山
中
山
「
川
町
き
で
、
ヲ
一
不
明

-
一
点
が
あ
り
ま

L
f一』h
A比
援
労
働
基
準

は

む

0

8
り

白

山

|
2
1
ハ
リ

1
一

ま
た
は
口
取
五
り
の
労
働
法
学
監
科
目
山
内

r

む
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

厚
生
年
金
、
船
員
保
険

年
金
住
宅
融
資
受
付
開
始

厚
生
年
金
、
船

H
保
険
の
「
年
金
住

宅
融
資
」
の
川
和
六
十
年
ば
山
一
一
回
の

受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
し
た
こ

{
受
付
]
昭
和
六
十
年
五
月

1
六
月
末

(
予
定
枠
に
達
し
た
場
合
は
柿
切
り
士

{
利
率
一
年
六
・

O
M
m

一
融
資
限
度
額
一
一
二
川
一
一
十
万
円

i

千
わ
円
(
老
人
、
身
体
府
害
者
同
一
自
の

場
合
は
訓
り
噌
し
が
あ
り
ま
す

L

十
五

年
以
上
-
一
十
午
未
満
以
八
百
万
円
、
今
子

十
年
以
上
は
一
千
万
円
ま
で
可
能
」

一
申
込
取
扱
}
た
庁
順
で
無
抽
選
。

詳
し
い
こ
と
は
、
九
足
媛
川
山
年
金
福
社

協
会
一
宮
ハ
リ

8
9
9

引

!
7
6
6
7
)

か
伊
子
山
航
行
、
震
防
相
互
銀
行
、
戸
長
崎
崎

信
用
金
庫
、
東
邦
相
任
銀
〆
灯
、
愛
媛
県

信
用
民
業
協
同
組
合
連
合
会
の
本
山
、

支
広
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

υ
。

向
一
旦
か
な
人
間
関
係
を

憲

法

週

間

民
J
V

ロ
M
1
1
ロ
凶
(
)
門
，
ロ
ハ
H

五
月
一
一
千
日
の
憲
法
記
念
日
を
中
心
い
、

九
円
-
日
か
)
九
七
日
ま
で
の
一
週
間
は

官
弘
法
週
間
で
す
〕

U
本

M
h
u法
は
「
比
川

+
午
前
人
潅
の
符
重
」
を
廿
必
本
航
則
の

っ
と
し
ご
い
ま
よ
。
こ
の
基
本
的
人
権

ど
は
「
わ
れ
わ
れ
人
間
が
人
山
と
し
一
、

生
き
て
い
く
た
め
一
も
っ
て
い
る
H
M
も

大
切
な
権
利
で
す
。

最
近
の
社
会
情
勢
か
ら
見
る
と
、
九
五
忠

誌
が
保
障
J
9
心
人
権
は
、
残
念
な
が
)
勺

正
し
く
認
識
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
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い
状
態
で
す

o
n己
の
権
利
、
利
益
の

み
を
主
張
し
、
他
人
の
し
札
場
会
認
め
な

い
た
め
に
起
き
7
V
問
題
が
見
う
け
ら
れ

4↑j
h

一
p
q仁

)
)
一

vuk刊
山
の
精
神
を
十
分
に
理

解
し
、
ま
ず
刊
下
γ
の
立
場
を
考
え
て
豊

か
な
人
川
川
M
M
を
つ
く
る
よ
う
心
が
け

ま
!
L
d
7

刊
さ
パ
の
守
か
で
人
権
を
侵
さ
れ
た

り
、
侵
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
万
は
、
ゎ

近
く
の
人
権
擁
誇
t
t
H
、
ま
た
は
法
務

局
あ
る
い
は
そ
の
支
川
に
わ
ハ
バ
位
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
総
同

は
守
ら
れ
ま
す
。

な
む
、
長
沼
町
の
人
権
…
隊
法
安
付
は

次
の
方
守
?
す
o

熊
野
熊
雄
さ
p

九
「
ド
k

巾い
~
J
r
同
一
今
一
時
v
C

人
(
出
海
)

L

L

居
孝

二-'--~豆三彦事主主主Zさ霊童話題蕊て二三ζE

長
さ
ん
(
柴

鯉
の
ぼ
り
に
よ
る
感
電

事
故
を
出
ぎ
ま
し
ょ
う

む
の
ぺ
一
一
川
士
山
川
ド
μ
を
祝
う
「
鯉

山

リ

り

汀
JKF
凶…て
j

と
二
九
r
¥
仰
の
リ
け
の
M
F
が
電
線
に

〆
わ

J

七
り
、
倒
L
/

什
ぺ
か
つ
て
感
電
事

九
円
以

J
γ
J
U
V

一」
1
J

二レ」
P
N
J
L

あ
り
ま
す
。
鯉
の

ぼ
り
を
た
て
る
と
き
は
ご
注
意
く
だ
さ

ミ

O
し

線
路
の
近
く
で

遊
ぶ
の
は
や
め
よ
う
国

な
ど
危
険
な
い
た
J
J
」りJ

が
榊
え
て
き
ま

ょ す
う f
iI と
意 も
した
まち
し iJず

よ車京
う E告
。内

て、

遊
は

科

学

万

博

「
ポ
ス
ト
カ
プ
セ
ル

2
0
0
1
L
 

受

付

中

鉄

-卜一

J

7
〉

7
:
z
!
)
j
王

↑
け
い
仇
び
J
O
右上
/
f
h
h
uし
と
多

の
郵
便
υ

?

と
し
ご

1

科
学
万
博
ポ
ス
ト

カ
ソ
ピ
ル

2
0
0

1
一
の
一
流
什
が
一
二

日
ト
ー
パ
日
か
ら
始

ま
J

で
い
ま
す
わ

け

J
I
l
J
A
f

町
利

1
1
z
ノ
行

存
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
九
が
外
に

山
山
て
佐
一
ぶ
こ
と
が
多
く
な
り
、
線
路
内

-一人

J
L
り
、
出
杯
出
ト
ト
ド
υ
や
物
を
む
く

H
ご
ろ
か
ら
防
災
吋
策
を

〈
予
想
さ
れ
る
悪
条
件
〉

臨盟国町一三宮蕊Z 羽お知らせ

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
消
防
機
関
、

警
察
機
関
な
ど
は
ん
し
ル
を
あ
げ
て
防
災
、

殺
助
活
動
を
行
い
ま
す
が
、
次
の
よ
う

な
悪
条
件
が
重
な
り
活
動
能
力
が
汗
し

く
低
ド
j
p
Y
一
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

0

1
ー
!
一
川
下
山
が
不
通
じ
な
り
、
通
報
が
困
難

L
f
一Y
T
Q

」

豆
一
一
道
路
や
情
、
連
物
な
ど
が
壊
れ
、
さ

ら
に
山
ー
に
は
白
動
車
な
ど
に
よ
り
道
路

交
通
か
山
八
六
戸
一

μ
る。

ヘ
股
同
時
に
名
弛
一
丸
火
災
が
発
生
し
、
消

防
力
が
分
散
さ
れ
て
し
ま
う
り

④
水
道
管
が
壊
れ
た
り
、
停
電
に
よ
る

断
水
な
ど
に
よ
り
消
火
活
動
が
十
分
に

で
き
ず
大
火
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
c

「
グ
ラ
ツ
」
と
き
た
ら
ま
ず
「
消
大
」

地
震
の
被
害
を
最
少
限
に
く
い
止
め

る
に
は
、
私
た
ち
白
身
の
け
こ
ろ
の
心

問
一
ベ
い
か
肢
も
大
切
で
よ
一
そ
こ
で
、
地

点
山
川
山
心
山
と
し
て
次
の
こ
と
に
気

や-一一つ山
U

上
f

J

)

(

八
屋
内
に
い
る
と
き
〉

山
一
川
れ
と
と
ら
、
す
ぐ
に

M
J
て
い
る
火
J
V
一
山
す

②
落
下
物
や
倒
れ
や
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。

③
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仁
る
ひ
ず
み
で
ド
マ
が
聞

か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
ご
、
ド
ア

今
一
開
け
て
け
を
確
保
す
る

〈
塵
外
に
で
て
い
る
と
き
〉

カ
一
ブ
ス
、
瓦
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落
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③
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④
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⑤
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。
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懐
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こ
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れ
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入
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仁
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岡
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計
会
役
場
経
済
諜
へ
。

。
内
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主
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さ
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五
万
円
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資
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と
し
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国
ヘ
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O
豊
茂
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豊
友
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計
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豊
茂
公
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へ
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。
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茂
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茂
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へ
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岡
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老
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す
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す
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し
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え
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し
と
。
肝
山
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け
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萌
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え
る
よ
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な
行
業
:
・
生
命
の
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感
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ま
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の
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仁
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皮
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ら
け
は
野
山
に

出
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け
て
英
気
を
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い
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に

リ
フ
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も
の
汗
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とにおノう、なf美 み どり?芙みど

りといえば支みどり j登みわ

たりたる大空の広きを才fのん、

ノじともカずなと 日今討〈の干宮古ーに[土

いつも 佐長わJに出亡くるこ

の明治天皇f到l裂を覚えている

人は現在来しご幾人くらいあ

るのだろうっ A 浅みどりの端々
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久仁いもの、 7)'けァうずえぴ〉ない

算いもの会存在逃し ζーノっ走し
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を
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。
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